
自己点検・評価様式(平成28年度実施)

大学名摂南大学
研究科・専攻名薬学研究科

入学定員 4名

0入学者数、在籍学生数

*入学のコースを別に設けている大学は、コース別に記載すること。

・入学者数

平成24年度 7名

内訳:6年制薬学部卒業生

4年制薬学部卒業生

旧4年制薬学部卒業生

薬学部以外の卒業生

医療薬学専攻

平成25年度 5名

内訳:6年制薬学部卒業生

4年制薬学部卒業生

旧4年制薬学部卒業生

薬学部以外の卒業生

平成26年度 5名

内訳:6年制薬学部卒業生
4年制薬学部卒業生

旧4年制薬学部卒業生

薬学部以外の卒業生

5名

0名

2名

0名

(内社会人

(内社会人

(内社会人

平成27年度 3名

内訳:6年制薬学部卒業生

4年制薬学部卒業生

旧4年制薬学部卒業生

薬学部以外の卒業生

4名

0名

1名

0名

0名)

0名)

2名)

(内社会人

(内社会人

(内社会人

平成28年度 5名

内訳:6年制薬学部卒業生
4年制薬学部卒業生

旧4年制薬学部卒業生
薬学部以外の卒業生

4名

0名

1名

0名

0名)

0名)

1名)

(内社会人

(内社会人

(内社会人

・在籍学生数(平成2 8年5月現在):14名(D 4 ; 4名、 D 3; 2名、 D 2; 3名、 D I;
5名)

・退学者数(平成24~28年5月現在):6名

2名

0名

1名

0名

0名)

0名)
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(内社会人

(内社会人

(内社会人

5名

0名

0名
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0名)

0名)
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(内社会人

(内社会人

0名)

0名)

0名)



0 「理念とミッション」、「アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマ

ポリシー」と実際に行われている教育との整合性

理念とミッション

理念

薬学に向けられた社会の要請、即ち「高度な臨床薬学、創造的な予防医学・健康科学、
医薬品の開発の拠点を構築し、生命の尊厳と生命倫理を基盤とした高度な医療薬学の教育
と研究を通じて薬学研究者と先端医療を担う人材を育成すること」を本研究科の理念とす

る。

ツション

臨床にかかる医療・薬学分野でりーダーたる人材の養成

薬物治療が高度化・複雑化する中、医療現場では、臨床薬理学、薬物動態学、臨床病
態学、臨床生化学などの高度な知識を有し、臨床の場で課題を発見し解決できる薬剤師
が必要とされている。また、最近の医療は疾病ごとに専門分化され、医薬品による薬物

治療にっいても「がん」「感染症」「精神疾患」などの領域で、専門性の高い薬剤師が
チーム医療の一員として求められている。このような二ーズに応えるため、臨床薬学の
高度な教育と研究の実践に加え、臨床の場における課題研究を通して、臨床にかかる医

療・薬学分野でりーダーたる研究能力を有した人材を養成する。

2 健康科学にかかる医療・薬学分野でりーダーたる人材の養成

現代社会で健康を考える上においては、治療医学とともに、疾病を未然に防ぐ一次予
防の重要性が広く認識されている。特に、脳梗塞や心筋梗塞などのりスク要因となる生

活習慣病のほか、感染症、がんなどに対する予防研究の推進が期待されている。このよ
うな二ーズに応えるため、公衆衛生学、食品安全学、感染予防医療薬学等の高度な教育
と研究の実践を通して、健康科学にかかる医療・薬学分野でりーダーたる研究能力を有

した人材を養成する。

3 医薬品開発にかかる医療・薬学分野でりーダーたる人材の養成

難病を含む疾病の治療に有効性・安全性の高い新規医薬品の創製や、既存医薬品の適
正使用の見直しなどが望まれている昨今、医薬品開発に関わる高度な教育研究の推進と、
臨床の二ーズを十分に汲み取った医薬品開発の一翼を担える人材の養成が望まれてい

る。このような二ーズに応えるため、医薬品化学にとどまらず、製剤化や体内動態を腕
んだ化学物質の創製などの高度な教育と研究の実践を通して、医薬品開発にかかる医

療・薬学分野でりーダーたる研究能力を有した人材を養成する。

4 薬学教育者・研究者の養成

6年制薬学教育の質を担保するには、優れた薬学教育・研究者の継続的な輩出が不可
欠である。このような二ーズに応えるため、将来、薬学部において薬斉伯市教育の一翼を

担える薬学教育・研究者を養成する。また、現職が薬剤師である学生においては、医療

現場での薬剤師としての経験を活かし、病院・薬局実務実習の指導者たる資質を有した
人材養成も視野に入れる。

アドミッションポリシー

2

ミ
ー



基礎となる6年制薬学部から本専攻へと直接に進学する学生のほか、現職の病院、保険
薬局、薬事行政に係わる薬剤師あるいは製薬企業において研究に従事している研究者など
も受け入れる。このように、本研究科修了後、医療や薬学領域全般において社会をりード
する意欲の高い以下のような人材を受け入れる。

<求める人材像>
1.臨床現場の課題を抽出し、解決できる能力を身につけようとする意欲及び資質を有す

る人

2.高度な薬物治療の実践、予防医学・健康科学あるいは医薬品開発にかかる研究に高い
関心を有する人

3.英語で記述された学術論文やインタビューフォームなどから情報を適切に収集できる
人

カリキュラムポリシー
本研究科では、「臨床薬学」「健康薬学」「医薬品開発学」の3つの分野で教育課程を構成

し、「アウトカム基盤型教育」を基本とした順次性のある体系的なカリキュラムを編成する。
1年次のパフォーマンスレベルを「Basic(知識、理解力の溜養)」に、 2年次を「A即Hed
(表現力の滴養)」に、 3 ・ 4年次を「AdV飢Ced (行動力の溜養)」に設定し、そのパフォ

ーマンスレベルに到達させるため、特論、演習、特別研究が適切に配置されている。

<3分野共通>
1.「教育・研究に関する包括協定」を締結している医療機関で、医療現場での臨床的課題

を適切に抽出するための演習「臨床薬学演習、健康薬学演習、医薬品開発学演習」を行
つ

2.研究の実践「医療薬学特別研究」では、文献などによる関連研究の整理、予備実験・
予備調査の実施、本実験・本調査の実施及びデータの整理と解析を行った後、解析結果
を取りまとめ、学位論文を作成、発表する。
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《臨床薬学分野》
専門薬剤師や認定薬剤師などを目指すために、基礎から最先端に至る知識と技能を修得
する。

《健康薬学分野》
環境保健、疾病予防、健康教育・管理、衛生行政、医療制度、社会保障等に関する実践
的な知識と技能を修得する。

《医薬品開発学分野》
人に対する最も有効かつ安全な医薬品及びその投与システムなどを開発するために必要
な基礎から最先端に至る知識と技能を修得する。

[薬学部出身者以外のカリキュラムポリシー]
薬学部出身者以外の学生については、主に医薬品開発学の分野の科目を履修する。その
ためには、就学に必要な薬学に関する基本的知識を修得する必要がある。この目的で、
主たる指導教員が学生個々のレベルにあったプログラムを作成し、ゼミ形式で就学する。

ディプロマポリシー

所定の単位を修得し、必要な研究指導を受けたうえ、次の要件を満たし、且つ、博士論
文の審査及び最終試験に合格した者には博士(薬学)の学位を授与する。

<3分野共通>
1.薬の専門家として、豊かな人間性と生命の尊厳について深い識見をもち、人の命と健



康な生活を守る使命感・責任感を有する。
2.薬学・医療の進歩と改善に資するために、臨床現場で解決すべき課題を発見し生涯に
わたりそれを解決しようとする意欲と研究能力を有する。

3.4年制及び6年制薬学教育に指導者として貢献できる能力を有する。

《臨床薬学分野》
1.医療提供機関において、チーム医療の一員として個別医療等の高度な薬物治療に従事
できる基本的能力を有する。

2.がん領域、感染症領域、精神疾患領域等における高度な薬剤師に必要な基本的能力を
有する。

3.大学や医療機関などにおいて、薬物治療の最適化研究に従事できる基本的能力を有す
る。

《健康薬学分野》
1.大学や予防・衛生にかかる研究所などにおいて、基礎・応用研究に従事できる基本的
能力を有する。

2.衛生行政、薬事行政などに従事できる基本的能力を有する。

《医薬品開発学分野》
1.製薬企業や大学などにおいて、創薬研究や開発研究に従事できる基本的能力を有する。
2.製薬企業、受託臨床試験機関(CRO)、試験実施機構管理機関(SMO)などにおい
て、開発業務・治験業務に従事できる基本的能力を有する。

〔薬学部出身者以外の卒業生に求めるディプロマポリシー〕
1.他分野の基礎能力を持つ薬の専門家として、豊かな人間性と生命の尊厳について深い
識見をもち、人の命と健康な生活を守る使命感・責任感を有する。

2.薬学・医療の進歩と改善に資するために、非薬剤師の立場から客観的に臨床現場の解
決すべき課題を発見し、生涯にわたりそれを解決しようとする意欲と研究能力を有する。

3.4年制薬学教育に指導者として貢献できる能力を有する。
4.製薬企業、受託臨床試験機関(CRO)、試験実施機構管理機関(SMO)などにおい

て、創薬研究や開発研究に従事できる基本的能力を有する。

・開設年度の自己点検●判西に記載した「理念とミッション」、「アドミッションポリシー、
カリキュラムポリシー、ディプロマポリシー」と、実際に行われている教育との整合陛に

ついて、 4年制薬学部教育課程との違いを明確にしつつ、自己点検・評価を行うこと

自己点検・評価(「理念とミッション」、「アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、

ディプロマポリシー」と実際に行われている教育との整合性)

・:哩念々とミッション

薬学系人材養成の在り方に関する検討会からの提言である「医療現場での臨床的課題
等を対象とする研究を通して薬学分野の高度な知識・技能・態度を修得し、高度な医療
に応えるととができる優れた研究能力を有する薬学研究者及び薬剤師等の育成」を十分

に満足してぃると考えている。届出時の計画どおり履行しており、変更はない。

・アドミッションポリシー

アドミッションポリシー1、 2の資質を面接試問及び研究計画書をもとに評価、アド

ミッションポリシー3の資質を学力試験で評価している。書類審査(調査書、卒業[見

込み]証明書)、卒業論文の概要(2,000字程度)を総合的に判定し、入学者を選抜して

いる。届出時の計画どおり履行しており、変更はない。
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・カリキュラムポリシー

「アウトカム基盤型教育」を基本とした順次性のある体系的なカリキュラムを届出時
の計画どおり年次進行で履行しており、変更はない。

平成24~27年度についての点検・評価は次のとおりである。
1年次のパフォーマンスレベル鴨asic (知識、理解力の酒養)」及び2年次のパフォ

ーマンスレベル「A即lied(表現力の溜養)」到達のため、平成24年度は特論(7科目)、
演習(1科勵及び医療薬学特別研究(1科目)を、平成25年度は特論(7科助、 ゛ー゛

習(2科助及び医療薬学特別研究(1科勵を、平成26年度は特論(6科助、演習
(1科目)及び医療薬学特別研究(1科助を開講した。平成27年度は特論(7科目)、

演習(2科助及び医療薬学特別研究(1科助を開講した。

1)特論:平成24年度の分野ごとの在籍学生数は、臨床薬学分野4名、医薬品開発分野

3名、健康薬学分野0名であった。学生からの履修申請に従い、臨床薬学分野では9科
目中の4科目、医薬品開発分野では4科目中の3科目を開講した(下表)。平成25年度
の分野ごとの在籍学生数は、臨床薬学分野6名、医薬品開発分野5名、健康薬学分野0

名であった。学生からの履修申請に従い、臨床薬学分野では9科目中の4科目、医薬品
開発分野では4科目中の3科目を開講した(下表)。平成26年度の分野ごとの在籍学生
数は、臨床薬学分野7名、医薬品開発分野6名、健康薬学分野1名であった。学生から
の履修申請に従い、臨床薬学分野では9科目中の2科目、医薬品開発分野では4科目中

の1科目、健康薬学分野では3科目中の3科目を開講した(下表)。平成27年度の分野

ごとの在籍学生数は、臨床薬学分野9名、医薬品開発分野5名、健康薬学分野1名であ
つた。学生からの履修申請に従い、臨床薬学分野では9科目中の5科目、医薬品開発分
野では4科目中の2科目を開講した(下表)。なお、いずれの科目も 1コマ90分で15

コマ開講した。

平成24年度に開講した特論

臨床薬学分野

臨床分析学特論、臨床症候学特論、臨床薬理学特論、薬物療法学特論

医薬品開発分野

医薬品化学特論、製剤学特論、臨床統計学特論

平成25年度に開講した特論

臨床薬学分野
臨床病態学特論、臨床症候学特論、薬物療法学特論、精神医療薬学特論

医薬品開発分野

製剤学特論、薬物動態学特論、臨床統計学特論
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平成26年度に開講した特論

臨床薬学分野

臨床分析学特論、医薬品管理学特論

医薬品開発分野

医薬品化学特論

健康薬学分野

公衆衛生学特論、食品安全学特論、感染予防医療薬学特論



平成27年度に開講した特論

臨床薬学分野

臨床生化学特論、臨床症候学特論、臨床薬理学特論、薬物療法学特論、
臨床漢方医療薬学特論

医薬品開発分野

薬物動態学特論、臨床統計学特論

講義終了後に「学生による授業アンケート」を実施した。満足度を5段階(大いに満
足、満足、どちらとも言えない、不満足、大いに不満足)で評価させた結果、平成24

~平成27年度において一部を除く多くの特論で「大いに満足」あるいは「満足」との
回答であり、知識、理解力の溜養に有益と評価された。

2)演習:臨床薬学演習、健康薬学演習あるいは医薬品開発演習を開講した。学内では、
薬学研究科研究指導教員の指導の下、英語原著論文読解演習、論文作成演習等を1コマ
90分、 30コマ実施した。この演習に加え、平成24年度は臨床薬学分野では、連携
病院(関西医科大学附属枚方病院)及び京都大学医学部付属病院で臨床薬学の実地演習
(カンファレンスへの参加等)を15コマ実施した。医薬品開発分野では、連携病院(星

ケ丘厚生年金病院[現:星ケ丘医療センター])及び製薬企業(沢井製薬株式会社)で臨
床研究の実地演習(医の倫理委員会への参加等)を15コマ実施した。平成25年度は

臨床薬学分野では、連携病院(関西医科大学附属枚方病院)及び大阪市立大学医学部付
属病院で臨床薬学の実地演習(カンファレンスへの参加等)を15コマ実施した。医薬
品開発分野では、京都大学医学部附属病院及び大阪市立大学医学部附属病院で臨床研究
の実地演習 q台験管理業務への参加等)を15コマ実施した。平成26年度は健康薬学

分野で、大阪市立大学医学部付属病院で健康薬学の実地演習(食品効能試験等)を15
コマ実施した。平成27年度は臨床薬学分野および医薬品開発学分野で、連携病院(関
西医科大学附属病院及び枚方公済病院)で臨床薬学および医薬品開発学の実地演習(カ
ンファレンスへの参加等)を15コマ実施した。

3)医療薬学特別研究:平成24~28年度入学生の累計の研究業績(発表日付が大学

院入学後の業績のみを計上)は平成28年8月現在、論文発表29編、学会発表162
件である。このように、すべての学生が積極的に医療薬学特別研究に取り組んでいる。

4)学習成果:本研究科では、「アウトカム基盤型教育」を基本とした順次性のあるカリ
キュラムを編成している。1年次のパフォーマンスレベル「B郎io(知識、理解力の溜養)」

及び2年次のパフォーマンスレベル「A即Hed(表現力の溜養)」を測定するため、平成
24~27年度の各年度末に中間報告会を実施し、以下のチェックリストを用いて

12名の薬学研究科研究指導教員が学生の到達度を評価した。

中間報告会のチェックリスト(1年次)

研究の意義・目的

1)研究目的は臨床的課題の解決や臨床への応用を志向したものであるか。
2)研究課題に関する国内外での研究状況を把握できているか。

3)研究目的が具体的かつ明確に示されているか。

4)研究課題の目的を十分に理解しているか。
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研究計画

1)研究目的を達成するための研究計画として妥当であるか。

2)研究計画を十分に理解しているか。

中間報告会のチェックリスト(2年次)

研究の意義・目的

1)研究目的は臨床的課題の解決や臨床への応用を志向したものであるか。
2)研究課題に関する国内外での研究状況を把握できているか。
3)研究課題の目的を十分に説明できるか。

研究計画

1)研究目的を達成するための研究計画として妥当であるか。
2)研究計画を十分に理解しているか。

研究の進捗状況

1)研究計画に従って研究がすすめられているか。

2)研究の進捗状況を的確に表現できるか。

平成24年度~27年度においては、全学生が概ね良好な評価を得た。ただし、「研究目
的は臨床的課題の解決や臨床への応用を志向したものであるか。」及び「研究課題に関す

る国内外での研究状況を把握できているか。」について不十分と評価された一部の学生に
対し、研究目的・計画の見直しの必要性を当該学生と研究指導教員にフィードバックし

た。

・ディフ゜ロマポリシー

平成24年度入学生が在籍4年目を迎えたため、単位要件を満たした5名について学

位論文発表会を実施した。また、「学位審査体制・修了要件」に従い、学位申請者が所属
する専門分野の教員(主査1名、副査2名)による学位論文審査と、口頭試問等による

学力審査を実施した。その審査結果に基づき、薬学研究科委員会の議を経て、 5名の申
請者全員を最終審査合格とした。以上、届出時の計画どおり履行しており、変更はない。
本学では、本研究科の基礎となる薬学部は6年制のみである。従って、 4年制薬学部

教育課程を基礎とする研究科との差異の評価・点検は不要と考えている。

0入学者選抜の方法

受験資格

6年制課程(医学部、歯学部、獣医学の学音円を卒業した者

外国において学校教育における18年の課程(最終の課程は、医学、歯学、薬学または

獣医学)を修了した者
修士課程を修了した者(薬学(旧薬学教育課程)及び薬科学(新薬学教育課程))

薬学以外の修士課程を修了した者

旧薬学教育課程の学部を卒業した者(学力認定※)
※研究計画書及び実務経験(薬剤師としての臨床実務経験あるいは研究者としての

実務経験3年以上)に基づいた業績報告書(2,000字)を基に学力認定を行う。
その他(学力認定※)⑥
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⑤



※

入学者選抜の方法

大学院において、個別の入学資格審査により、 6年制の大学を卒業した者と同等

以上の学力があると認めた者で、 24歳に達した者

16年制薬学部卒業見込み者及び6年制薬学部を卒業した社会人
アドミッションポリシー1、 2を評価する面接試問及び研究計画書、アドミッション

ポリシー3を評価する学力試験、書類審査(調査書、卒業[見込み]証明書)、卒業論文

の概要(2,000字程度)を総合的に判定し、入学者を選抜する。

2 大学院修士課程(博士前期課程)修了見込み者、専門職学位課程修了見込み者、これ
らの課程を修了した社会人(受験資格①~④)

アドミッションポリシー1、 2を評価する面接試問及び研究計画書、アドミッション

ポリシー3を評価する学力試験、書類審査(調査書、修士課程[博士前期課程]または

専門職学位課程の成績[見込み]証明書)、修士論文の概要(2,000字程度)又はそれに

準ずる報告書(2,000字程度)を総合的に判定し、入学者を選抜する。

3 旧薬学教育課程の学部を卒業した者及びその他の者(受験資格⑤、⑥)

入学資格審査として、研究計画書及び実務経験(薬剤師としての臨床実務経験あるい
は研究者としての実務経験)に基づいた業績報告書(2,000字)を基に学力認定を行う。

その後、アドミッションポリシー1、 2を評価する面接試問及び研究計画書、アドミッ
ションポリシー3を評価する学力試験、書類審査(調査書、卒業[見込み]証明書)を

総合的に判定し、入学者を選抜する。

自己点検・評価

国内外の6年制課程(医学部、歯学部、獣医学の学部)を卒業した者及び修士課程修了

者(受験資格①~④)については、本研究科での就学が可能な資質を有するか否かについ
て、面接試問、研究計画書、修士論文あるいは卒業論文の概要等を十分に確認する。

旧薬学教育課程の学部を卒業した者及びその他の者(受験資格⑤、⑥)については、実
務経験に基づく業績報告書、研究計画書による事前の学力確認を十分に行う。

このような入学選抜の工夫は、本研究科の理念「高度な臨床薬学、創造的な予防医学・
健康科学、医薬品の開発の拠点を構築し、生命の尊厳と生命倫理を基盤とした高度な医療

薬学の教育と研究を通じて薬学研究者と先端医療を担う人材を養成する」を十分に満足す
ると考えている。

なお、入学者の受験資格内訳は下表のとおりである。

入学年度/受験資格

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

受験資格②、④~⑥の出願者、特に薬学部出身者以外の受け入れについては、就学に必

要な薬学に関する基本的知識を修得させる必要があり、そのためのカリキュラムの自己点
検や改善が必要であるため、本研究科が完成年度を経過するまで受け入れには慎重を期し

ている。

平成28年度

①

5

4

②

4

0

2

0

5

③

0

2

0

1

0

④

1

0

1

0

0

⑤

0

0

0

0

0

⑥

0

0

0

0

0

8

0

0

7

0

5

5

3

5
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0カリキュラムの内容

前述のとおり本研究科では、「臨床薬学」「健康薬学」「医薬品開発学」の3分野を設け、

薬物による疾病治療・予防及び医薬品の管理、医薬品の開発を実践できる人材育成のため

の教育課程を編成する。

1 臨床薬学分野

臨床薬学の分野では、専門薬剤師や認定薬剤師などが具備すべき知識・技能を基礎か
ら最先端の内容を教授するため、「臨床分析学特論」「臨床生化学特論」「臨床病態学特論」
「臨床症候学特論」「臨床薬理学特論」「薬物療法学特論」「医薬品管理学特論」「臨床漢

方医療薬学特論」「精神医療薬学特論」「臨床薬学演習」の10科目を設ける。
「臨床分析学特論」「臨床病態学特論」「臨床症候学特論」「薬物療法学特論」では、専

門薬剤師や認定薬剤師に求められる普遍的知識・技能を教授する。「臨床薬理学特論」で
は、日本臨床薬理学会の認定薬剤師などを目指すために必要な知識・技能を教授する。
「臨床生化学特論」では糖尿病療養指導士、「臨床漢方医療薬学特論」では漢方薬・生薬

認定薬剤師、「精神医療薬学特論」では精神科薬物療法認定薬剤師に求められる基本的な
知識・技能を教授する。「医薬品管理学特論」では、特別な配慮を要する医薬品の管理を

含めた実践的な医薬品管理に必要な知識・技能を教授する。
「臨床薬学演習」では、必要に応じて連携病院等での感染対策チーム、緩和医療チー

ムなどにおいて臨床薬学の実地演習(カンファレンスへの参加等)を実施する。また、

倫理審査委員会の承諾の下、同委員会を傍聴する。

2 健康薬学分野

健康薬学の分野では、国民の健康・長寿への社会的要請を背景にして、患者以外にも、
広範な人々の未病、予防や健康の維持・増進・回復及び生活の質の改善において指導的
な役割を果たす高度専門医療人を養成することを念頭に、環境保健、疾病予防、健康教

管理、衛生行政、医療制度、社会保障等の実際を教授する。加えて、近年問題とな育・

つている「食の安全」に関わる最新の食品衛生の実際、生活習慣病予防のための栄養管

理、服用薬物と健康食品・サプリメントとの相互作用等を教授する。さらに、薬学的観
点から見た感染症の実態とその予防のための先端医療の実際についても教授する。この

ような分野の教育を行うため、「公衆衛生学特論」「食品安全学特論」「感染予防医療薬学
特論」「健康薬学演習」の4科目を設ける。

「健康薬学演習」では、感染制御認定薬剤師や栄養サポートチーム専門療法士の育成

も視野に入れて、必要に応じて連携病院等での実地演習(カンファレンスへの参加等)

を実施する。
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3 医薬品開発学分野

医薬品開発学の分野では、ヒトに対する最も有効かつ安全な医薬品及びその投与シス
テムを開発するために必要な高度な理論・知識・技能を修得させるための科目群で、「医

薬品化学特論」「製剤学特論」「薬物動態学特論」「臨床統計学特論」「医薬品開発学演習」
の5科目で構成する。

「医薬品化学特論」では医薬品のシーズとなる生理活性物質をデザインし、合成する
ための有機合成化学の高度な知識・技能を、「製剤学特論」では有効かつ安全な製剤技術
の高度な知識・技能を、「薬物動態学特論」では合成された医薬品候補化合物の体内動態

を調べ、適切な投与法、投与計画を立案するための高度な知識・技能をそれぞれ教授す

る。また、医薬品の臨床開発に必要とされる統計的手法についての教育を行うため、「臨



床統計学特論」を設ける。

「医薬品開発学演習」では、それぞれの項目に関する実践的な手技・手法の習得ある
いは治験業務の実際を体験するために必要に応じて現場で実地演習(連携病院等におけ

る治験審査委員会の承諾の下、同委員会の傍聴等)を実施する。

4 各分野共通(特別研究)
本専攻では、各分野共通科目として「医療薬学特別研究」の1科目を設ける。これは

全学年を通した研究活動により博士論文をまとめるための必修科目とする。研究テーマ

を臨床薬学、健康薬学、医薬品開発学の3つの分野に分けるが、いずれの分野において
も、医療現場の問題を研究課題として、複数の大学院教員有資格者で構成される研究室
体制の中で、主たる指導教員及び補助指導教員による研究指導体制をとる。

「臨床薬学分野」の研究テーマでは、医療現場における様々な問題点の解決を目指し

て、①生体機能の新規メカニズムの解明に関する研究、②病態発症メカニズムの解明に
関する研究、③新しい薬物療法の開発に関する研究、④医薬品の有効性と副作用の実態
に関する研究などを課す。「健康薬学分野」の研究テーマでは、予防医学・健康科学に関

する研究能力を養成するために、①食の安全に関する研究、②環境毒性に関する研究、

③感染微生物の生態や院内感染予防に関する研究などを課す。「医薬品開発学分野」の研
究テーマでは、医療現場で必要とする有効かつ安全な医薬品のシーズを効果的に探索・

合成のために、①医薬品の新規合成法の開発や新規反応の探索に関する研究、②医薬品
の吸収・代謝・排池などの体内動態に関する研究、③医薬品製剤の新規調製法の開発に
関する研究などを課す。

なお、「医療薬学特別研究」は、主に大学施設で実施するが、必要に応じて連携病院で
も実施する。本研究科に「医療コース」を設置し、臨床現場での実践的な臨床研究を実
施することにより、即戦力となる臨床研究者を育成すべく、医療機関での臨床研究を実

施する。本コースでは、連携病院(関西医科大学附属枚方病院、星ケ丘厚生年金病院等)
での長期的な臨床研究を実施する。当該学生の指導教員が専ら指導を行うが、大学院学

則第9条第3項に基づき、医療機関における薬剤師、医師、看護師等の医療チームメン
バーの外部指導者による指導補助体制を構築するととにより、臨床の現場での学習効果
向上を図る。医療機関での研究実施期間は、原則1年以上とし、研究課題や内容等によ
り主たる指導教員が決定することとする。また、「医療コース」では、連携病院において
主に研究活動を実施することから、大学院教員選考基準に基づき、必要に応じて研究実

施施設の薬剤師や医師に指導補助を委託する。ただし、平成24年度から平成28年度
入学生には「医療コース」を希望する学生がいなかったため、このコースは実働してい

ない。また、「新制度の薬学部及び大学院における研究・教育等の状況に関するフォロー
アップワーキンググループ」での主な意見で指摘されているように、医療機関に在籍す

る薬剤師等については大学院指導者としての臨床及び研究能力を大学が担保する必要が
あるが、その基準が未整備である。今後、その基準を作成、開示する必要がある。

5 各分野共通(薬学教育者の養成)
前述のように、 6年制薬学教育の質を担保するには、優れた薬学教育者の継続的な輩

出が不可欠である。この目的で、大学院生は学部学生の卒業研究を指導することによっ

て、教育者としてのスキルを身につける。また、必要に応じて、大学院生を対象とした
ワークショップ(認定実務実習指導薬斉伯市養成のためのワークショップと同様のワーク
ショップ)を正課外で開催し、カリキュラムプランニングに関する基本的スキルを修得

させる。
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自己点検・評価

1 カリキュラムの内容が設置の理念を達成するものとしてふさわしいか

「高度な臨床薬学、創造的な予防医学・健康科学、医薬品の開発の拠点を構築し、生
命の尊厳と生命倫理を基盤とした高度な医療薬学の教育と研究を通じて薬学研究者と先

端医療を担う人材を育成すること」が設置の理念である。本研究科では、「臨床薬学」

「健康薬学」「医薬品開発学」の3分野の教育課程を編成しており、それぞれの分野に

設置の理念に合致した授業科目を配置している。従って、カリキュラムの内容と設置の
理念との間に矛盾は無いと考えている。なお、生命の尊厳と生命倫理については各分野

の演習及び特別研究を通じて修得させている。

2 設置されている授業科目が博士課程で扱う内容としてふさわしいか
授業科目(特論、演習)のGI0は、 1「臨床薬学分野」では、専門薬剤師や認定薬剤師

などが具備すべき知識・技能を基礎から最先端の内容とし、 2 「健康薬学分野」では、

人々の未病、予防や健康の維持・増進・回復及び生活の質の改善において指導的な役割
を果たす人材を養成するための内容とし、 3 「医薬品開発学分野」では、ヒトに対する

最も有効かっ安全な医薬品及びその投与システムを開発するために必要な高度な理論・
知識・技能を修得させるための内容としている。いずれも博士課程で教授する内容とし
て矛盾していない。

3 社会人受け入れのための具体的方策
社会人の受入れを促進する目的で、特論及び演習は、平日の6限目

19時50分)および士曜日を中心に開講している。

0全学生の研究テーマ

4年次生

・緑内障の新規治療薬としての即.Hnの有用性
・脳梗塞再発予防薬の海馬ニューロン新生促進作用に関する薬理学研究
・カンジダ感染による慢性炎症と発癌との関連性

・薬物間相互作用による医薬品代謝物の体内動態の変動
3年次生

・インスリン抵抗性発現に及ぽすセレンタンパク質の機能解析

・蛍光オンーオフスイッチの開発と臨床診断薬への応用
2年次生

・薬剤性難聴に関与する薬物相互作用の解明

・誘導型制御性T細胞を用いたアトピー疾患の制御に関する研究
・エピジェネティクス制御機構に着目した精神疾患発症機構の解析

1年次生

・糖尿病網膜症治療の創薬標的分子としての即olinに関する研究

・正電荷を有するヒアルロン酸誘導体の臨床的有用性の評価

・食と栄養が脳精神系に及ぼす作用の解析

・ANAタンパク質のBOXA ドメインの酵素活性について

・脳虚血モデル動物における神経変性に対する内向き整流性カリウムチャネル開口

薬の保護作用

・一学生あたり30字以内で記載すること

a8時20分~

H



0医療機関・薬局等関連施設と連携した教育・研究体制

自己点検・評価

6年制薬学教育開始時の平成18年に、臨床及び健康薬学に関する本学の教育・研究を
充実させるため、近隣の4病院及び7薬局(ドラッグストアを含む)と「教育・研究に関

する包括協定」を締結した。続いて、大学院教育の拠点を充実させるため、新たに2病院

を追加した。これら連携施設を含めた医療提供機関等との共同研究の成果は、平成24年
4月から平成28年8月までに学会発表179件(病院・薬局など; 85件、製薬企業な
ど・ 94件)及び論文発表46編(病院・薬局など; 11編、製薬企業など; 35編)を,

数えている。とのように、医療提供施設等との連携体制は十分に整っている。

連携医療機関の病院長を客員教授に任用し、医療機関における研究指導体制を整備した。
加えて、本研究科では、幅広い臨床課題の解決を企図した研究の質と確度を担保するため、
「総合診療科」を専門とする医師を専任教員として任用している。当該教員は、医療機関

との連携強化の責を果たしている。

このように、臨床に直結した研究を推進するための医療提供機関との連携体制は十分に

整え、届出時に「医療コース」の設置を計画した。しかし、平成24年度~平成27年度
の入学者には、本コースを志望する学生は在籍していない。今後、本コースを志望する学

生の入学が強く期待される。従って、現状では「医療機関・薬局等関連施設と連携した教
育・研究体制」を基盤とした特別研究は実施できていない。

12

(注)多職種との連携も含みます
・研究テーマと関連づけて記載すること

0学位審査体制・修了要件

本専攻の修了要件は、 4年以上在学し、特別研究12単位(1科助、演習6単位(1科
助、その他科目12単位(6科目)以上、合計30単位以上を修得することとする。さら

に、必要な研究指導を受けた上で提出された学位論文の審査及び最終試験に合格すること
とする。なお、学位審査の前提条件は、「学位論文の内容に関する学術原著論文(査読付き)
1報以上が受理されているとと」とする。最終審査の合否は、主査及び副査による審査結

果報告に基づき、薬学研究科委員会の議を経て、薬学研究科長及び当該研究指導教員を除

く構成員による無記名投票を行い、過半数の同意をもって合格とする。
特例措置として、精力的な学習・研究活動により極めて優れた研究業績を上げた者につ

いては1年間の履修年限の短縮を認める。特例措置の条件は、 1年次配当の演習6単位及
びその他科目12単位以上に加えて、 1~4年次配当の特別研究12単位を精力的な学習

により3年間で修得し、学位論文の審査及び最終試験に合格するとととする。履修年限の

短縮を認める場合の学位審査の前提条件は、「学位論文の内容に関する学術原著論文(査読
付き) 3報以上(短報及び速報を除く)が受理され、申請者がそれらの筆頭著者であるこ

と」とする。最終審査は上記と同様の要領で実施する。

0修了者の進路の基本的な考え方

本専攻を修了した後に活躍できる具体的な進路は、次のとおりである。

1 高度な臨床薬学を修得した薬剤師
・医療機関において、チーム医療の一員として薬物治療に従事する薬斉伯市

・がん領域、感染症領域、精神疾患領域の専門薬剤師
・医療機関において、治験業務に従事する薬剤師

2 医療系薬学の研究者・教育者

・大学や医療機関などにおいて、薬物治療の最適化研究に従事する研究者・薬剤師



・大学(4年制薬科学科及び6年制薬学科)において、薬学系教育に従事する教員

3 医薬品開発に係わる研究者・薬剤師
・製薬企業などにおいて、創薬研究に従事する基礎研究者

・製薬企業、受託臨床試験機関(CRO)、試験実施機構管理機関(SMO)などにおい
て、開発業務・治験業務に従事する研究者

4 予防・衛生分野の基礎・応用研究者及び医薬品の認可や適正使用を司る薬事行政の従

事者

・大学や公的予防・衛生系研究所において、基礎・応用研究に従事する研究者

・官公庁において、衛生行政に従事する者
・官公庁において、薬事行政に従事する者

これら進路のうち、特に以下の人材二ーズが高く、入学定員4人の就職の見通しは明る

いものと考える。

高度な臨床薬学を修得した薬剤師については、本大学が「教育・研究の連携と協力に関
する協定」を締結している地元枚方市の主要4病院のうち、特に関西医科大学附属枚方病

院と星ケ丘厚生年金病院の2施設において二ーズが高いと考えられ、毎年、各施設1人、
合計2人程度の就職を見込んでいる。

医療系薬学の研究者・教育者については、本大学において毎年、教員(任期付助教)を

募集しており、本専攻修了者のうち1人程度の就任を考えている。
医薬品開発に係わる研究者・薬剤師については、既設の薬学研究科薬学専攻修了生への

平成22年度における求人状況を見ると、医薬品及び化学工業製品のメーカーなど20社
近くの企業から求人があることから、毎年1人はこれら企業に就職し、将来、医薬品開発

に携わる人材として活躍するものと想定している。
なお近年、特に規模の大きい企業では大学に求人申し込みを行わず、インターネットに

よるエントリー方式を採用している企業が多いことを勘案すると、本専攻修了生の進路選

択の幅はさらに広く、就職の見通しは明るいものと考える。
平成27年度に修了した5名のうち、社会人大学院生2名を除く3名の就職先について

は、医療系薬学の教育者・研究者として他大学の助手に就任した者が1名、医薬品開発に
係わる研究者として研究所に就職した者が1名、ポスドクとして海外の大学に採用された
者が1名であった。これらの就職実績は届出時の見通しに合致しており、見直しはない。

・修了者の進路について大学がどのように考えているか、あるいは進路の開拓についての

基本的な考え方等を記載すること

13
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◆教育研究上の目的(人材養成の目標)

医療現場での臨床的課題等を対象とする研究を通して薬学分野の高度な知識・技能・態度

を修得し、高度な医療に応えることができる優れた研究能力を有する薬学研究者および薬剤

師等の育成を目的とする。

薬学研究科の「教育研究上の目的」と「カリキュラムポリシー」

◆カリキュラムポリシー(教育課程の編成方針)

本研究科では、「臨床薬学」「健康薬学」「医薬品開発学」の3つの分野で教育課程を構成

し、「アウトカム基盤型教育」を基本とした順次性のある体系的なカリキュラムを編成する。

具体的には、1年次のパフォーマンスレベノレを「1【nows(知っている)」に、2年次を「Knows

how (深く理解できる・解決できる)」に、 3・4年次を「sbowsbow (安全に試してみる)、

Does(本物のようにできる)」に設定し、そのパフォーマンスレベルに到達させるため、特

論、演習、特別研究が適切に配置されている。また、2年次後期には薬学研究科中間報告会

を開催し、研究科委員全員によるパフォーマンスレベルの測定、評価を実施し、学生及び指

導教員へフィードバックを行っている。さらに、学位授与の最終審査として、主査(1人)及

び副査(2人)による学位論文審査のほか、臨床研究関連等の英語総説論文ならびに専攻分野

毎の基本的知識等に関する口頭試問も実施している。

3分野共通

1.「教育・研究に関する包括協定」を締結している医療機関で、医療現場での臨床的課

題を適切に抽出するための演習「臨床薬学演習、健康薬学演習、医薬品開発学演習」

をイ丁う。

2.研究の実践「医療薬学特別研究」では、文献などによる関連研究の整理、予備実験・

予備調査の実施、本実験・本調査の実施及びデータの整理と解析を行った後、解析結

果を取りまとめ、学位論文を作成、発表する。

臨床薬学分野

専門薬剤師や認定薬剤師などを目指すために、基礎から最先端に至る知識と技能を

修得する。

・健康薬学分野

環境保健、疾病予防、健康教育・管理、衛生行政、医療制度、社会保障等に関する

実践的な知識と技能を修得する。

医薬品開発学分野

人に対する最も有効かつ安全な医薬品及びその投与システムなどを開発するために

必要な基礎から最先端に至る知識と技能を修得する。

薬学部出身者以外のカリキュラムポリシー

薬学部出身者以外の学生については、主に医薬品開発学の分野の科目を履修する。

そのためには、就学に必要な薬学に関する基本的知識を修得する必要がある。この目的

で、主たる指導教員が学生個々のレベルにあったプログラムを作成し、ゼミ形式で就学

する。



授業(指導)計画は、以下の項目に沿って記載しています。

1.科目名等

2.授業(指導)概要・目的

の妻己

3.到達目標

全授業(指導)科目名に英文名を併記した。

対象となる年次、開講学期、単位数、担当者の氏名を1慎に記載した。

授業(指導)全体の概要、各研究科の教育目的に基づいた位置付け

を記載した。

授業(指導)の目的とする到達目標について、できるだけ具体的に記

載した。

授業(指導)の進め方や予習・復習の指示、課題やレポートの指示等

を記載した。

授業(指導)内容が分かるように、原則として授業(指導)テーマ、内容

・方法等を記載した。

4.授業(指導)方法と留意点

内、の凡

5.授業(指導)計画

6.事前・事後学習課題

フ.評価基準

8.教材等

授業(指導)時間外における学習(予習・復習)内容が分かるように、

できるだけ具体的に記載した。

成績評価の方法について、できるだけ具体的に記載した。

授業(指導)で使用する教材について記載した。



臨床分析学特論

臨床生化学特論

臨床病態学特論

臨床症候学特論

臨床薬理学特論

薬物療法学特論

医薬品管理学特論

臨床漢方医療薬学特論

精神医療薬学特論

薬学教育学特論

臨床薬学演習

目 次

2

公衆衛生学特論

食品安全学特論

感染予防医療薬学特論

健康薬学演習

医薬品化学特論

製剤学特論

薬物動態学特論

臨床統計学特論

医薬品開発学演習

医療薬学特別研究

20

10

Ⅱ

12

13

21

19

3
4
5
6
7
8
9

N
巧
玲
Ⅱ
玲



科目名

配当年次

学期(開講期)

授業概要・目的

到達目標

臨床分析学特論

授業方法と留意点

1年

後期

本特論では、分析化学の原理を踏まえて、臨床現場で実際に使用されている分析機器並びに診断方法の理論と実際について論じる。具体的
には、 CT、 PET、 MRI、内視鏡なだ、最新画像診断機噐の原理と画像解析の基本的な考え方を理解させる。また、遺伝子診断法の原
理と方法を教授したうえで、遺伝子診断の有用性や今後の展望、さらに倫理的問題点について論じる。加えて、臨床現場で使用されている
診断機器と基礎研究との関連を理解させる。

医療現場で使用されている最新の診断機器の原理を理解し、基礎研究への応用ができるようになることを目標とする。

講義形式およびセミナー形式で行なうので、必ず出席すること。

授業計画

回数

ELISA を用いた臨床分析(小西)

2

科目名(英文)

単位数

3

授業担当者

NⅧを用いた臨床分析し」、西)

4

5

質量分析装置を用いた臨床分析(小西)

授業テーマ

6

質量分析装置を用いた臨床分析(小西)

質量分析装置を用いた臨床分析(小西)

7

事前・事後学習課題

分子イメージング・核医学検査(山岸)

Advanced clinical Nlalysis

8

評価基準

2

分子イメージング・核医学検査(山岸)

9

秋擇俊史.山岸伸行.小西元美

教材等

10

分子イメージング・核医学検査(山岸)

備考

11

X線検査、 CT スキャン法(山岸)

12

磁気共鳴イメージング(ⅧD 診断法(山岸)

13

医薬品開発を目指した基礎研究(秋澤)

14

医薬品開発を目指した基礎研究(秋澤)

15

・各回の指定教材(邦文約20ページ)を予め通読しておくこと。(15 h)。
・小西担当分、山岸担当分およひ湫澤担当分でのレポートの作成。(30h)。

医薬品開発を目指した基礎研究(秋擇)

医薬品開発を目指した基礎研究(秋澤)

E上ISA の原理

乱ISAを用いた分析

受講態度および.課題到達度により評価tる。

医薬品開発を目指した基礎研究(秋澤)

薬剤師に必要な臨床機器分析(廣川書店、4000円)

N1爪の原理

NMRを用いた低分子化合物の立体構造解析
NMRを用いたぺプチド、タンパク質の立体構造解析

質量分析装置の種類と原理

MA即1、 ES1 を用いた分析

ιC-MS による分析

内容・方法等

核医学検査の概要(原理、装置、特徴など)

SPECT, P訂の原理とそれらに用いられる代表的なプローブについて
概説する。

放射線・放射性同位元素使用などに係る法令と放射線防護

X線検査、CT スキャン法CT の原理・特徴に関して概説する。

MR1 の原理、装置、特徴について概説する。

医薬品シーズの検索(1)

医薬品シーズの検索(2)

活性化合物の分離・精製・構造解析

構造・活性相関

活性化合物の血中濃度の測定

摂南大学大学院シラバス 2016
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科目名

配当年歌

学期(開講期)

授業概要・目的

到達目標

授業方法と留意点

臨床生化学特論

1年

後期

本特論では、生化学の原理を踏まえて、臨床における生化学・栄養学の理論と実際について論じる。各種代謝異常等による病態を理解させ、
その最新治療法の実際にっいて論じる。また、臨床栄養学分野の最新情報の収集と理解を通して、効果的な薬物療法への寄与等について論
じる。

最新の臨床生化学の実態を理解して、考察することが出来る。

講義形式及びセミナー形式で行うので、必ず出席すること。

授業計画

回数

2

3

構造生物学と医療(大塚)

4

薬物輸送体の生化学(大塚)

科目名(英文)

5

代謝異常による病気1(大塚)

単位数

6

代謝異常による病気n (大塚)

授業担当者

7

老化と病態1 (大塚)

8

事前・事後学習課題

授業テーマ

老化と病態Ⅱ(大塚)

9

生体防御と感染症(大塚)

評価基準

10

遺伝子治療(大塚)

Ⅱ

教材等

がんの本性(竹内)

12

Advenced cliniC31 BiocheⅢistty

腫癌ウイルス(竹内)

備考

13

2

細胞性がん遺伝子(竹内)

14

大塚正人.竹内健治

がん抑制遺伝子(竹内)

15

増殖因子、増殖因子受容体とがん(竹内)

各回の資料を事前に配布するので通読し、要点を整理しておくこと。(合計30h)。また、事後学習として期末レポートの作成を行う。(合計
30h)。

細胞内シグナル伝達とがん(竹内)

受講態度及び課題達成度をレポート課題等を通じて総合的に判断する。

がんの標的治療(竹内)

(参考書)りツピンコットシリーズイラストレイテッド
武藤誠・青木正博訳南江堂 12,000円十税

構造生物学の手法と医療への応用

薬物輸送体の構造と機能について

代謝異常による病態について1

代謝異常による病態についてΠ

老化による様々な病態について1

老化による様々な病態についてΠ

免疫及ぴアレルギー疾患について

遺伝子診断とオーダーメイド医療について

内容・方法等

がんとはどういうものなのかについて

腫癌ウイノレスはどのようにがんを引き起こ,、のかについて

細胞性がん遺伝子によるがん化について

がん抑制遺伝子の不活化によるがん形成について

がん化の原因としての、増殖因子受容体の恒常的活性化について

がん化の原因としての、細胞内シグナル伝達の増強について

臨床で使用されている標的治療薬による抗がん作用の分子機構につ
いて

生化学原書4版発行元:丸善出版 8,000円+税.ワインバーグがんの生物学

摂南大学大学院シラバス 2016
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科目名

配当年次

学期(開講期)

授業概要・目的

臨床病態学特論

到達目標

1年

後期

授業方法と留意点

疾病の病因・病態・診断を統合的に理解することによって、薬剤師として能動的に薬物治療に参画できる資質が身につく。即ち、薬物によ
る治療計画を立案するには、これらに関する最新情報に傾注し、情報を収集するとともに情報の確度を評価しておく必要がある。本特論で
は、謬原病・りウマチ・アレルギー内科、呼吸器内科、胆・肝・眸を含む消イヒ器内科、血液内科、腎・泌尿器内科、皮膚科等で診療される
疾病にっいて、最新の基礎及び臨床情報を知り、それらを実地臨床に応用できる能力を身につけることを目的とする。

コースコンピテンス:薬物療法を総合的に評価し、患者への説明、処方設計の提案及び安全対策等の薬学的管理が実践できる。
ニニット=ンピテンス:1)本特論で取扱う疾患の病因と病態に関する理解を実地臨床に応用できる。

2)本特論で取扱う疾患の最新の治療ガイドラインに関する理解を実地臨床に応用できる。

PB上(PToble皿一b3Sed leatning)、 TBL (Task-based leaTnin三)等の能動的学習を行います。予め指示された内容について自己学習をしてお
いて下さい。

回数

科目名(英文)

単位数

授業担当者

2

関節りウマチ(河野)

授業計画

3

気管支喘息(河野)

4

授業テーマ

Advanced clini0日I path010三y

アトピー性皮膚炎(河野)

2

5

河野武幸.松浦哲郎.尾崎清和.辻琢己

ウイルス性肝炎(河野)

6

1?4回目までの疾患に関,、る TB上(河野)

7

糖尿病網膜症(松浦)

8

加齢黄斑変性症およぴ色素変性症(松浦)

9

歯周病(松浦)

10

内容

療薬
方法

唾液腺炎(松浦)

Ⅱ

事前・事後学習課題

6?9回目までの疾患に関する TBL (松浦)

関節りウマチの病態理解と抗体製剤などの新規関節りウマチ治

プリントPBI'、

評価基準

内容
方法

12

教材等

非アルニール性脂肪肝炎(尾崎)

内容:難治性アトピー性皮膚炎の病態理解と最新治療ガイドライン
プリント方法: PBL、

気管支喘息の病態理解と最新治療ガイドライン
プリントPBI、、

13

備考

頭頸部及び胃癌(尾崎)

内谷

14

内容・方法等

糖尿病性神経症を含む多発神経障害の病態病理の理解
プリントPBE、

多発神経障害(尾崎)

内容・方法:上記4疾患の治療計画立案に関するT肌
プリント

C型肝炎の病態理解と最新治療=ンセンサス
プリントPBL、

15

講義後の復習とPBLおよびTBLにかかる事前自己学習が必要です。

慢性腎疾患(尾崎)

評価方法:到達度は、 1)T肌時の観察記録(50点)及ぴTB1時のレポート(50点)で評価します。100点満点中60点以上を合格とします。
プリント、内科学(杉本恒明、矢崎義雄編、朝倉書店、購入の必要はありません)、他

内容・方法:上記4疾患の治療に関するTB上
プリント

Ⅱ?14回目までの疾患に関する TB上(尾崎)

河野、辻:病態医科学研究室 a号a官3階)
松浦、尾崎:病理学研究室(6号館3階)
内容と順番を変更することがあります。

内容

方法

糖尿病網膜症の病態病理の理解
PBι、教材:プリント

糖尿病性腎症を含む慢性腎疾患の病態病理の理解
プリントPBI'、

内容

方法

加齢黄斑変性症およぴ網膜色素変性症の病態病理の理解
プリントPBL、

内容

歯周病の病態病理の理解
プリントPBL、

内容・方法:上記4疾患の治療に関するT肌
プリント

シェーグレン症候群を含む唾液腺炎の病態病理の理解
PBL、教材:プリント

摂南大学大学院シラバス 2016

内容

方法

非アル=ール性脂肪肝炎の病態病理の理解
プリントPBL、

内容

方法

頭頸部及び胃癌の病態病理の理解
PBL、 プリント

内容

法方

容
法

内
方

法方

容
法
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方
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科目名

配当年炊

学期(開講期)

授業概要・目的

到達目標

臨床症候学特論

授業方法と留意点

1年

剛」1切

症候学とは、疾病を病因や病態がとらえるのではなく、患者の示す様々な訴えや診察所見から疾病を定義・分類して意味づけを与える方法
論である。本特論では、これらの方法論や情報等の学習を通して、症候から処方医薬品の処方提案やOTCによる治療について論じる。

①身体の病的変化を理解するために、代表的な症候と臨床検査値に関する基本的知識を修得する。
(2)各々の症候に対する鑑呂1」疾患を列挙し、その病態生理およぴ鑑別法を概説できる。
(3)各々の疾患の薬物治療を学ぶ。

ビデオを視聴しながらセミナー形式で行う。

授業計画

回数

1

2

科目名(英文)

臨床症候学1「四肢運動障害」

3

4

単位数

臨床症候学2 「痛み」

授業担当者

5

臨床症候学3 「ふらつき」

6

臨床症候学4 「呼吸困難」

事前・事後学習課題

7

臨床症候学5 「嘔気」

授業テーマ

評価基準

8

臨床症候学6 「発熱」

教材等

9

臨床症候学7 「腹痛1」

備考

10

Advenced clinical S抑Pt0血t010三y

臨床症候学8 「侍怠感」

Ⅱ

臨床症候学9 「頸部痛」

2

12

小崎篤志

臨床症候学10 「手の痛み」

13

臨床症候学11 「腹痛2」

14

臨床症候学12 「記憶障害」

各回の症候に関する疾病の予習および復習。

15

臨床症候学13 「筋力低下」

受講態度およぴ.課題発表などで総合的に評価する。

臨床症候学14 「意識障害」

プリント配布

臨床症候学15 「まとめ」

「四肢運動障害」の病態生理、鑑別法および各々の疾患の薬物治療を
字ぶ。

「痛み」の病態生理、鑑呂リ法および各々の疾患の薬物治療を学ぶ。

「ふらつき」の病態生理、鑑"1」法および各々の疾患の薬物治療を学ぶ。

「呼吸困難」の病態生理、鑑別法および各々の疾患の薬物治療を学ぶ。

「嘔気」の病態生理、鑑三1」法および各々の疾患の薬物治療を学ぶ。

「発熱」の病熊生理、鑑別法およぴ各々の疾患の薬物治療を学ぶ。

「腹痛」の病態生理、鑑三1」法および各々の疾患の薬物治療を学ぶ。

内容・方法等

「侍怠感」の病態生理、鑑別法および各々の疾患の薬物治療を学ぶ。

「頸部痛」の病態生理、鑑呂1」法および各々の疾患の薬物治療を学ぶ。

「手の痛み」の病態生理、鑑三1」法およぴ各々の疾患の薬物治療を学ぶ。

「腹痛」の病態生理、鑑呂1」法および各々の疾患の薬物治療を学ぶ。

「記憶障害」の病態生理、鑑匁リ法およぴ各々の疾患の薬物治療を学ぶ。

「筋力低下」の病態生理、鑑別法およぴ各々の疾患の薬物治療を学ぶ。

「意識障害」の病態生理、鑑別法および各々の疾患の薬物治療を学ぶ。
まとめ

摂南大学大学院シラバス 2016
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科目名

配当年炊

学期(開講期)

授業概要・目的

到達目標

臨床薬理学特論

授業方法と留意点

1年

月1」期

本特論では、薬理学の原理を踏まえて、臨床における薬物の理論と実際について論じる。患者毎の最適な薬物の選択、投与方法・投与量・
投与間隔など投与計画を策定することにより最大の薬物有効性及び最小の副作用をもたらす情報を収集して体系化・理論化する。本特論で

は、①ヒトを対象とした人間薬理学、②臨床における薬物の有効性・安全性を評価する臨床薬物評価などを中心に論じる。

蕗床の場で汎用されている医薬品の最新情報を収集し、その医薬品の適切な適用法について修得する。

学生自身が課題を見っけて、その課題を解決することに重点をおいた指導を行う。また、プレゼンテーション法の指導も行う。英語でのプ
レゼンテーションにも挑戦していただきます。

回数

授業計画

2

科目名(英文)

認知症治療薬(荻田)

単位数

新薬の基礎研究、臨床研究、臨床適用について
(荻田)

3

授業担当者

脳梗塞の急性期治療と慢性期再発予防の実際
(荻田)

4

授業テーマ

新薬の基礎研究、臨床研究、臨床適用について
(荻田)

5

6

Advanced cliniC81 Phヨτ皿C010gy

気管支喘息の治療薬(奈邉)

2

新薬の基礎研究、臨床研究、臨床適用について
(奈邉)

7

荻田喜代一.奈邉健.倉本展行.米山雅紀

8

花粉症の治療薬(奈邉)

新薬の基礎研究、臨床研究、臨床適用について
(奈邊)

9

10

事前・事後学習課題

統合失調症の治療薬(倉本)

認知症及びその治療薬の作用機序と臨床適応に関する研究及び実際
について説明し、討議する。

Ⅱ

新薬の基礎研究、臨床研究、臨床適用について
(倉本)

評価基準

數材等

近年に認可された新規医薬品の有効性・安全性に関する基礎研究およ
び臨床研究について調査・理解する。

12

新薬の基礎研究、臨床研究、臨床適用について
(倉本)

備考

脳梗塞及ぴその治療の実際について説明し、討議する。

13

てんかん治療薬(米山)

近年に認可された新規医薬品の有効性・安全性に関する基礎研究およ
び臨床研究について調査・理解する。

14

新薬の基礎研究、臨床研究、臨床適用について
(米山)

各種治療薬にっいての薬理作用機序にっいては事前学習するとともに、学生自身で治療薬の臨床適応での課題をみつけて事前学習を行う。
また、事後学習として授業内容についてのレポートを作成・提出する。

15

内容・方法等

気管支喘息の治療薬の作用機序と臨床適応に関する研究及ぴ実際に
ついて説明し、討議する。

英語による研究発表法(倉本)

課題到達度(50%)、筆記試験(50%)。 60%で合格とする。

英語による研究発表法(米山)

プリント等

近年に認可された新規医薬品の有効性・安全性に関する基礎研究およ
び臨床研究について調査・理解する。

花粉症の治療薬および免疫療法の作用機序と臨床適応に関する研究
及び実際について説明し、討議する。

近年に認可された新規医薬品の有効性・安全性に関する基礎研究およ
ぴ臨床研究について調査・理解する。

統合失調症の作用機序と臨床適応に関する研究及び実際について説
明し、討議する。

近年に認可された新規医薬品の有効性・安全性に関する基礎研究およ
び臨床研究について調査・理解する。

近年に認可された新規医薬品の有効性・安全性に関する基礎研究およ
び臨床研究について調査・理解する。

てんかん治療薬の作用機序之臨床適応に関する研究及び実際につい
て説明し、討議する。

近年に認可された新規医薬品の有効性・安全性に関する基礎研究およ
び臨床研究について調査・理解する。

英語により各自の研究成果を発表する。

英語により各自の研究成果を発表する。

摂南大学大学院シラバス 2016
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科目名

配当年次

学期(開講期)

授業概要・目的

到達目標

授業方法と留意点

薬物療法学特論

1年

前期

本特論では、解剖学、生理学、薬理学及び薬物治療学の基礎知識をもとに、実際に臨床現場において実施されている各種疾患に対する薬物
療法とその問題点にっいて論じる。薬の有効性と安全性を確保しつつ、医薬品の適正使用を実施するための知識と技能並びに緩和医療に必
要な薬物療法について論じるとともに、緩和ケアに必要なコミュニケーションスキルを身につけさせる。

各種疾患に対tる最新の薬物療法を理解し、その問題点について考察することが出来る。

講義形式及ぴセミナー形式で行う。必ず出席すること。

授業計画

回数

2

3

イントロダクション(前田)

4

循環器疾患(前田)

科目名(英文)

5

同上(前田)

単位数

6

悪性腫癌と緩和ケア(前田)

授業担当者

7

事前・事後学習課題

同上(前田)

8

神経変性疾患(吉岡)

授業テーマ

評価基準

9

同上(吉岡)

教材等

10

アレルギー疾患(吉岡)

備考

11

同上(吉岡)

12

Advenced Dtug Theτ日Putics

再生医療(吉岡)

13

2

同上(吉岡)

14

前田定秋.辻琢己.吉岡靖啓

免疫疾患(辻)

各回のテーマにっいて、その基礎知識を事前に学習しておくこと。また、講義終了後、テーマについての自らの考えをまとめて、レポート
を提出すること。(合計30h)。

15

同上(辻)

呼吸器疾患(辻)

受講態度およぴ.課題到達度より総合的に評価する。

同上(辻)

プリント、スライド等

薬物療法のエビデンスと研究不正について

循環器疾患の薬物療法について

同上

悪性腫癌と緩和ケアにおける薬物療法について

同上

神経変性疾患の薬物療法について

同上

アレルギー疾患の薬物療法について

内容・方法等

同上

再生医療における薬物療法について

同上

免疫疾患の薬物療法について
同上

呼吸器疾患の薬物療法について

同上

摂南大学大学院シラバス 2016
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科目名

配当年次

学期(開講期)

授業概要・目的

到達目標

授業方法と留意点

医薬品管理学特論

1年

月1」1朝

医療現場において、医薬品の正確かっ円滑な供給や医薬品の適正使用は薬物治療及ぴりスクマネジメントの観点からきわめて重要な課題で
ある。本特論では、有効な薬物治療や医療過誤の回避などに必要な医薬品管理について実例を通して論じる。また、医療の更なる向上を目
指した医薬品管理や医薬品情報管理について考察させる。

医薬品の適正使用・りスクマネジメントのための情報収集と情報の精査ができる。

講義形式、グループワーク及びセミナー形式で行うので、出席すること。

授業計画

回数

2

3

医薬品情報概論

4

医療現場における医薬品情報と評価

科目名(英文)

5

医療現場における医薬品情報と評価

単位数

6

医薬品情報とりスクマネジメント

授業担当者

7

事前・事後学習課題

医薬品情報とりスクマネジメント

8

授業テーマ

医薬品情報とりスクマネジメント

評価基準

9

EBMの導入

教材等

10

EBMの導入

備考

11

EBMの導入

12

Advanced clinical DTug Menegement

EBMの実践1

13

2

EBMの実践1

14

首藤誠

EBMの実践1

医薬品情報は、海外を含め、主に臨床試験のデータを読み解いていくので、学部で習った匪床試験・薬剤疫学に関する箇所を事前に確認し
ておくこと。

15

EBMの実践2

EBMの実践2

受講態度と課題到達度で評価する。

EBMの実践2

プリント等

医薬品情報について概説

医薬品情報の収集と評価

医薬品情報の収集と評価

総論

薬剤関連業務の安全と効率化

薬剤関連業務の安全と効率化

シナリオ1 症例に対する薬物治療の選択

シナリオ1 症例に対する薬物治療の選択

内容・方法等

シナリオ1 症例に対する薬物治療の選択

シナリオ2 症例に対する薬物治療の選択(予後)

シナνオ2 症例に対,、る薬物治療の選択(予後)

シナリオ2 症例に対する薬物治療の選択(予後)

シナリオ3 症例に対する薬物治療の選択(副作用)

シナリオ3 症例に対する薬物治療の選択(副作用)

シナリオ3 症例に対する薬物治療の選択(副作用)

ーフー
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科目名

配当年次

学期(開講期)

授業概要・目的

到達目標

臨床漢方医療薬学特論

授業方法と留意点

1年

後期

西洋薬(新薬)での治療が困難な種々の疾患に対して、漢方薬が一定の治療効果を示す場合があり、その有用性から現代医療の臨床現場で今
なお多用されている。本特論では、漢方医学の基本的概念について理解を深めるとともに、現在汎用されている漢方処方による治療の実際
にっいて学習させる。また、漢方処方の治療メカニズムにっいて学習し、漢方薬を用いた新たな疾患治療の可能性についても考察させる。

漢方処方が有する作用、その作用機序及ぴ薬効成分の解明に関する研究方法を総合的に理解する。また現代医療における漢方医学の現状や
可能性について理解し、考察することができる。

講義形式及ぴセミナー形式で行うので、必ず出席すること。

授業計画

回数

2

3

漢方医学総論①

科目名(英文)

4

漢方医学総論②

単位数

5

漢方医学総論③

授業担当者

6

漢方医学総論④

7

事前・事後学習課題

漢方薬の耶M

8

漢方薬の朋M

授業テーマ

評価基準

9

漢方薬の耶M

教材等

10

漢方薬・生薬の作用メカニズム(癌など)

備考

Ⅱ

Advanced K日皿Po phat血Cy

漢方薬・生薬の作用メカニズム(内分泌系など)

12

漢方薬・生薬の作用メカニズム(循環器疾患)

2

13

矢部武士

漢方薬・生薬の作用メカ=ズム朗畄精神疾患)

14

漢方薬の作用メカニズム(精神疾患)

各回の指定項目にっいて事前に要点をまとめ整理しておくどと。(合計30時間)。また関連論文を読み、要点をプレゼンテーション形式で
発表してぃただくので、充分な準備をしておくこと。(合計30時間)。

15

漢方薬の作用メカニズム(その他)

漢方薬・生薬の副作用

講義での質疑応答を含めた受講態度、プレゼンテーション・レポートの内容、提出状況などをみて総合的に評価する。

まとめ

プリントなぞ

漢方医学の歴史、特徴、および現代医療における現状について

同上

同上

同上

漢方薬・生薬に関する最新の研究について

漢方薬・生薬に関する最新の研究について

漢方薬・生薬に関する最新の研究について

癌治療に対する漢方薬の応用に関して調査学習する。

内容・方法等

更年期障害に対する漢方薬の応用に関して調査学習する。

循環器系疾患への漢方薬の応用に関して調査学習司、る。

アルッハイマー病・うつ病への漢方薬の応用に関して調査学習する。

うつ・不安などへの漢方薬の応用に関して調査学習する。

新薬との併用効果などに関して調査学習する。

漢方薬・生薬の副作用情報について調査学習する。

上記トビックについてのまとめ・考察する。

摂南大学大学院シラバス 2016
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科目名

配当年炊

学期(開講期)

授業概要・目的

到達目標

精神医療薬学特論

1年

授業方法と留意点

後期

精神科領域において求められる薬剤師の専門性とは、精神疾患、向精神薬、精神保健福祉などに関する知識とその知識を臨床薬剤師業務に
反映する技術である。本特論では、精神科領域の薬剤師の専門性を理解するために、精神科医療全体を理解したうえで、向精神薬等による
適切な薬物治療を支援するための専門的な技術を論じる。さらに、精神科チーム医療における処方管理責任者としての薬剤師となるために、
精神科領域の医療スタッフを交えたより専門性の高い精神科薬物療法について論じる。

臨床の場で汎用されてぃる神経精神科領域の医薬品の最新情報を収集し、その医薬品の適切な適用法について修得する。

学生自身が課題を見っけて、その課題を解決することに重点をおいた指導を行う。また、プレゼンテーション法の指導も行う。英語でのプ
レゼンテーションにも挑戦していただきます。

授業計画

回数

2

科目名(英文)

3

脳の解剖と機能(倉本)

単位数

4

脳の機能と精神(倉本)

授業担当者

5

脳の機能と精神(倉本)

6

統合失調症(荻田)

統合失調症型障害(荻田)

7

事前・事後学習課題

妄想型障害(荻田)

授業テーマ

8

評価基準

ストレス関連障害および身体表現性障害(荻田)

9

AdV3nced clinicel pha1血Cy in Mental Heelth

教材等

10

器質性障害(倉本)

2

備考

11

荻田喜代一.倉本展行.米山雅紀

うつ病(荻田)

12

神経症性障害(荻田)

13

双極性障害(荻田)

14

てんかん(米山)

各授業時間のテーマの疾患の薬物療法について学部で用いた教科書や参考書等により事前学習する。また、事後学習として、各疾患の最新
薬物療法についてのレポート等を作成tる。

15

てんかん(米山)

英語による研究発表注(米山)

課題到達度(50%)、筆記試験(50%)。 60%で合格とする。

英語による研究発表法(倉本)

プリント等

脳の解音ル機能について学習する。

精神活動に関わる脳の機能について学習する。

精神活動に関わる脳の機能について学習tる。

統合失調症の治療・対応に関する最新情報を調査・学習する。

統合失調症型障害の治療・対応に関tる最新情報を調査・学習する。

妄想型障害の治療・対応に関する最新情報を調査・学習する。

ストレス関連障害および身体表現性障害の治療・対応に関する最新情
報を調査・学習する。

内容・方法等

器質性障害の治療・対応に関する最新情報を調査・学習する。

うつ病の治療・対応に関する最新情報を調査・学習する。

神経症性障害の治療・対応に関する最新情報を調査・学習する。

双極性障害の治療・対応に関する最新情報を調査・学習する。

てんかんの治療・対応に関,、る最新情報を調査・学習する。

てんかんの治療・対応に関する最新情報を調査・学習する。

英語により各自の研究成果を発表する。

英語により各自の研究成果を発表する。

摂南大学大学院シラバス 2016
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科目名

配当年扶

学期(開講期)

授業概要・目的

薬学教育学特論

1年

後期

大学院を終了する薬斉珀而は、社会に出た後に先導的な薬剤師として他者を指違し、更新を育成することが求められる。そのためには、高い
教育能力が必要となる。薬剤師の十の資質には「教育能力」が掲げられているが、これは、基本的には上位者が設定した教育プログラムの
中で、個別最適化しっつ後進を育てることを想定している。しかしながら、先導的な薬剤師には教育プログラムを策定し、他者を責任ある
主観に基づいて評価することが必要となる。
本特論では、将来、薬剤師教育の先導者として教育システムの構築、改革に携われるレベルの教育理論お

到達目標

①教育力の向上
【①教育思想と教育方法の歴史】

1.近代教育思想と教育学について概説できる。
2.教育学の体系化と教育の組織化について概説できる。
3.カリキュラム立案の原理について概説できる。

【②日本の教育改革と教育方法の歴史】
1.高等教育制度と生涯教育について概説できる。
2.教育の定型化と教育改造の試みについて概説できる。
3.薬学教育における教育改革について説明できる。

【③現代教育方法額の論点と課題】
1.「学力」について討議できる。
2.「問題解決

授業方法と留意点

科目名(英文)

単位数

授業担当者

成人型学習を基本とするので与えたテーマに関する自己学習を前提としている。
プロダクトの作成や教育プログラムの立案に関してはプロダクトの作成を必須とする。
教育参加に関しては参加を必須とし、その中で教育者としての振る舞いを求める。

Advenced phal'maceutice] peda宮0三y

2

回数

曾根知道.安原智久

授業計画

【①教育思想と教育方法の歴史】
【②日本の教育改革と教育方法の歴史】
【③現代教育方法額の論点と課題】

2

3

【④何を学ぶか】

4

教育目標の作成

授業テーマ

【⑤学習とは何か】
【⑥学力をどう高めるか】
【⑦授業をどうデザインするか】
【⑧教育の道具・素材・環境】

5

6

7

教育方略の作成

8

【⑨何をどう評価するのか】

9

評価方法の作成

10

教育参加1

Ⅱ

事前・事後学習課題

教育参加2

12

評価基準

教育参加3

13

教育参加4

教材等

備考

教育参加5

14

フィードバック

講義・演習

【⑩教科外教育活動】
【⑪どのような先導的薬剤師を目指すか】
【⑫教育を研究・評価する1

15

事前予習を必須とする。また、プロダクト作成は配当時間外での作業を前提としているので自習的作業を行うこと。教育参加にあたっては、
十分な自発的準備を行うこと。

講義・演習

演習

【⑩教科外教育活動】
【⑪どのような先導的薬剤師を目指すか】
【⑫教育を研究・評価する】

授業参加、演習時、教育参加時のパフォーマンスを評価する。

講義・演習

内容・方法等

演習

講義・演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

摂南大学大学院シラバス 2016
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科目名

配当年次

学期(開講期)

授業(指導)概要・目的

到達目標

臨床薬学演習

授業方法と留意点

1年

通年集中

授業(指導)計画

各研究室において、臨床薬学の各分野の論文演習等を通して、臨床薬学の実践及び研究に資する知識を修得する。また、医療現場の

高度な薬物療法に対応できる薬剤師あるいは高度な薬物療法を研究・実践できる薬剤師となるために、連携医療機関・薬剤部での薬
物治療カンファレンス等による実践的な演習を実施司、る。連携医療機関での感染対策チームや緩和医療チームでのカンファレンスで
の短期演習も必要に応じて実施する。

医療現場での高度な薬物療法に対応できる知識・技能を修得し、その薬物療法を実践できる。

事前・事後学習課題

演習指導担当教員と連携医療機関の担当者との協議により、教育効果の高い演習計画を策定後、両担当者が連携を密にとりながら個
別指導する。

評価基準

①演習課題についての情報収集の方法を指導する。
②演習課題を実施するにあたっての技術を指導する。
③演習成果の正確な解析法を指導する。
④演習成果に対する考察について指導する。
⑤学術論文を熟読し、その内容について議論する。
⑥演習レポートの作成法を指導する。

教材等

備考

科目名(英文)

単位数

授業担当者

各研究室における演習については、事前に演習に必要な学術論文や学術書を十分に予備学習する。また、医療施設での演習等では、
担当教員が医療機関と打ち合わせを行い、事前学習課題を提示する。学生はその課題について十分な学習を行う。また、事後には演
習に関するレポート等を作成・提出する。

演習への取り組み態度およぴ,課題到達度より総合的に評価する。

学術論文等

秋澤

河野

奈邉
山岸

Clinical phBτ皿Cy semin3t

6

俊史、大塚正人、荻田喜代一、尾崎清和、
武幸、倉本展行、首藤誠、曾根知道、
健、松浦哲郎、安原智久、矢部武士、
伸行、吉岡靖啓、米山雅紀

前田定秋

Ⅱ
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科目名

配当年炊

学期(開講期)

授業概要・目的

到達目標

授業方法と留意点

公衆衛生学特論

1年

後期

本特論では、予防医学の概念を踏まえ、薬学領域における疾病予防のための高度な理論と実践について理解し、疫学方法論と実践方法、デ
ータ処理にかかる統計学及び疫学事例をもとに疫学研究手法を習得する。本特論を通じて、ストレスの生理学、抗酸化酵素と抗酸化物質、
ならびにそれらと老化や疾病との関わりなどについて概説し、疾病予防に必要な高度な知識や情報を収集することができる。

最新の公衆衛生学の実際の情報を理解して、考察することができる。

講義形式およびセミナー形式で行うので、必ず出席すること。

授業計画

回数

2

3

公衆衛生学における疾病予防の概念

4

必須元素と疾病予防(D

科目名(英文)

5

必須元素と疾病予防(Ⅱ)

単位数

必須元素と疾病予防(Ⅲ)

6

授業担当者

必須元素と疾病予防(Ⅳ)

授業テーマ

7

必須元素と疾病予防(V)

8

必須元素と疾病予防(Ⅵ)

事前・事後学習課題

9

Advenced public HEelth sciences

必須元素と疾病予防(Ⅶ)

評価基準

2

10

上野仁.奥野智史

數材等

Ⅱ

必須元素と疾病予防(Ⅷ)

備考

12

薬学研究における疫学的手法(1)

13

薬学研究における疫学的手法(Ⅱ)

14

薬学研究における疫学的手法(Ⅲ)

疾病予防に関する疫学研究について各自で事後学習し、それぞれのテーマ・キーワードをもとに文献検索調査を行う。その結果を持ち寄っ
て討議して決定した論文教材を順炊指定する。教材は毎回通読のうえ、発表、質問及び討論に備えて予め要点を整理しておくこと。(合計
60h)。

15

薬学研究における疫学的手法(Ⅳ)

薬学研究における疫学的手法(V)

疾病予防の概念と疫学研究について概説する。

薬学研究における疫学的手法(Ⅵ)

必須元素の生理作用(1)について概説する。

課題発表ならびに質問・討論および受講態度により総合的に評価する。

必須元素の生理作用(Ⅱ)について概説,、る。

プリント、オンラインジャーナノレ

必須元素と免疫応答について概説する。

必須元素と酸化ストレスおよぴ生活習慣病予防について概説する。

必須元素の摂取基準の意義とその設定の考え方について調査・学習す
る。

必須元素の摂取基準の意義とその設定の考え方について調査・学習す
る。

内容・方法

必須元素の摂取基準の意義とその設定の考え方について調査・学習す
る。

必須元素と酸化ストレスおよぴ生活習慣病予防について調査・学習す
る。

疫学の基礎、統計的手法について概説する。

疫学研究の方法論と問題点について調査・学習する。

疫学研究の方法論主問題点について調査・学習する。

薬学分野における疫学研究の応用と実践について調査・学習する。

薬学分野における疫学研究の応用と実践について調査・学習する。

薬学分野における疫学研究の応用と実践について調査・学習する。

摂南大学大学院シラバス 2016
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科目名

配当年炊

学期(開講期)

授業概要・目的

食品安全学特論

到達目標

1年

目1」期

授業方法と留意点

本特論では、予防医学の概念を踏まえ、食品の安全性に関する理論と実際について論じる。内容としては、国(内閣府)設置の食品安全委
員会等で問題視されてぃる食品中の種々の健康有害因子に関する最新情報の収集とその理解・対策法等について学習する。また、高齢化社
会を迎えて、益々増加することが予測される服用薬物と健康食品・サプリメントとの併用による健康影響等の理論と実際についても学習す
る。最終的に、各自が重要巴思われる食品摂取の意義と問題点に関する調査活動繪由課題研究)を行い、その発表会を行うと共に、その内
容にういて相

食品の安全性に関する最新かつ高度な情報を理解して、考察することができる。

講義形式及びセミナー形式絢由討論・発表会の他、食品安全関連の英文輪読会も実施)を、適宜、織り交ぜながら講義を行うので、必ず出
席tること。

回数

授業計画

2

科目名(英文)

3

単位数

食品中の健康有害因子の理解と実際

4

授業担当者

食品中の健康有害因子の理解と実際

5

食品中の健康有害因子の理解と実際

6

食品中の健康有害因子の理解と実際

7

食品中の健康有害因子の理解と実際

8

健康食品・サプリメントの理解と実際

授業テーマ

9

健康食品・サプリメントの理解と実際

Advanced Food sa{ety sciences

10

健康食品・サプリメントの理解と実際

2

Ⅱ

健康食品・サプリメントの理解と実際

太田壮一

事前・事後学習課題

健康食品・サプリメントの理解と実際

12

予防医学的観点から見た食品摂取の意義と問題
点(1)

評価基準

13

予防医学的観点から見た食品摂取の意義と問題
点(2)

1

教材等

2

14

予防医学的観点から見た食品摂取の意義と問題
点(3)

備考

3

4

15

予防医学的観点から見た食品摂取の意義と問題
点(4)

1)各回の指定教材(英文20~30ページ、邦文30~50 ページ)を予め通読のうえ、要点を整理して、講義時問時に発表する。 2)当該授
業終了後、自らの考えをまとめておき、中間レポートおよぴ期末レポートの作成に備えること。(合計30h)。
・中間レポート及ぴ期末レポートの作成(合計30h)

5

有害化学物質(農薬・食品添力口物)・講義

有害化学物質(環境汚染物質)・講義

自由課題の成果発表

1

成績評価は、評価点を100点満点とし、60点以上で合格とする。評価内容は受講態度(50%)及び課題発表内容・レポート(50%)で
総合的に評価する。

食物アレルギー及び遺伝子組換え食品・講義

2

BSE、トランス脂肪酸、食中毒・講義,

3

プリント等

放射性物質、その他・講義

4

太田

保健機能食品(1)・講義

5

保健機能食品(2)・講義

特別用途食品・講義

1号☆官5階(疾病予防学研究室)
TEL 072-866-3120

内容・方法等

健康食品と服用医薬品との相互作用と問題点(1)・講義

健康食品と服用医薬品との相互作用と問題点(2)・講義

左記の授業テーマに関して、各自が自由に調査活動を行い、重要点を
整理する・自由課題研究

左記の授業テーマに関して、各自が自由に調査活動を行い、重要点を
整理する・自由課題研究

左記の授業テーマに関して、各自が自由に調査活動を行い、重要点を
整理する・自由課題研究

左記の授業テーマに関して、各自が自由に調査活動を行い、重要点を
整理する・自由課題研究

各自が調査した自由課題の研究内容について、発表会を行うと共に、
その内容について相互討論を実施する・自由課題研究

13
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科目名

配当年炊

学期(開講期)

授業概要・目的

感染予防医療薬学特論

到達目標

1年

目1」其月

授業方法と留意点

本特論では、感染症学及び微生物学の原理を踏まえて公衆衛生及び臨床における感染症の予防と医療の理論と実際について論じる。また、
遺伝子レベル.分子レベルからみたヒトと病原微生物の関わりについて論じる。さらに、病原体の検出・防除や、感染症の予防・治療に用
いる薬剤やワクチンの最先端にっいて論じる。これの学習を通して学問的興味を高めつつ、問題発見能力、客観的な分析能力、およぴ情報
発信能力を身につける。

最新の細胞生物学的に基づいて感染症、治療法、予防法等について理解L、自立的に情報収集することができる。また、臨床における関連
課題を発見し、それらを解決していくための能力を身につける。

感染症とその予防や治療に関する様々なテーマについて教科書や参考資料などをもとに討論する。 Aotiv.1.壮血吃を主軸としたセミナー
形式で行う。参考書や学術論文をもとに自ら発表資料を作成し、その内容を説明するごと。

回数

科目名(英文)

単位数

授業担当者

感染症とその原因・予防・治療を学ぶ(伊藤)

2

授業計画

3

病原体とは何か(高松)

4

授業テーマ

病原微生物研究の最前線(伊藤)

Advanced clinical phaτ血Cy in lnfection contr01

5

2

感染症との戦い(高松)

伊藤潔.高松宏治

6

世界の感染症の現状(伊藤)

7

我が国の感染症の現状(高松)

8

感染症発症機構の概要(伊藤)

9

感染症発症機構研究の最先端(高松)

10

内容:感染症について学ぶために必要なことや学習意義について考え
る

方法:自由討論

微生物防除の概要(伊藤)

Ⅱ

微生物防除研究の最先端(高松)

事前・事後学習課題

内容:病原体の定義、種類、特徴などについて学ぶ
方法:参考資料の読解、プレゼンテーション、自由討論

12

感染症予防の概要(伊藤)

評価基準

内容:病原微生物に関する研究の最先端について学ぶ
方法:最新論文等の検索と読解、プレゼンテーション、自由討論

13

教材等

感染症予防研究の最先端(高松)

備考

内容:感染症の歴史について学ぶ
方法:参考資料の読解、プレゼンテーション、自由討論

14

内容・方法等

感染症治療の概要(伊藤)

内容
方法

15

感染症研究に関,・るテーマにっいて各自で事後学習する。各回で話題としたテーマやその内容の詳細項目をキーワードとして先端研究を中
心に文献検索調査を行い、炊回の討論材料とするために検索結果をまとめる。その結果を基に論文材料を随時指定するので、通読のうぇ、
要点を整理して発表、質問及び討論に備えること。(合計60h)。

感染症治療研究の最先端(高松)

内容

方法

世界の感染症の現状について学ぶ
参考資料の読解、プレゼンテーション、自由討論

まとめ(伊藤、高松)

課題到達度を受講態度、レポート、プレゼンテーション、自由討論などにより総合的に評価する。

内容

我が国の感染症の現状について学ぶ
参考資料の読解、プレゼンテーション、自由討論

参考書・プリント・学術論文等を適宜使用する。

臨床における問題解決能力や、研究開発能力の修得を目指して一緒に努力しましょう。

感染症の発症機構について学ぶ
参考資料の読解、プレゼンテーション、自由討論

内容:微生物の制御と防除法の概要について学ぶ
方法:参考資料の読解、プレゼンテーション、自由討論

感染症の発症機構に関する研究の最先端について学ぶ
最新論文等の検索と読解、プレゼンテーション、自由討論

内容

方法

内容:感染症予防の概要について学ぶ
方法:珍考資料の読解、プレゼンテーション、自由討論

微生物防除に関する研究の最先端について学ぶ
最新論文等の検索と読解、プレゼンテーション、自由討論

内容

方法

内容

感染症予防に関する研究の最先端について学ぶ
最新論文等の検索巴読解、プレゼンテーション、自由討論

感染症治療の概要について学ぶ
参考資料の読解、プレゼンテーション、自由討論

感染症治療に関する研究の最先端について学ぶ
最新論文等の検索と読解、プレゼンテーション、自由討論

学習成果のまとめ、到達目標達成度合いの評価
プレゼンテーション、自己評価、自由討論

摂南大学大学院シラバス 2016
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科目名

配当年次

学期(開講期)

授業(指導)概要・目的

到達目標

授業方法と留意点

健康薬学演習

1年

通年集中

授業(指導)計画

医療現場における疾病予防などの臨床的課題や生活の質の改善なだの衛生管理に実践的に対応できる薬剤師となるために、連携医療
機関での感染対策チーム(1CT)や栄養サポートチーム(NST)などのカンファレンスへの参加を通し、実践的な演習を実施す
る。また、医薬品等の副作用に関する疫学調査の演習も必要に応じて実施,、る。

医療現場での疾病予防に関する臨床的課題や生活の質の改善などの衛生管理に実践的に対応できる知識・技能を修得する。

事前・事後学習課題

演習指導担当教員と連携医療機関の担当者との緊密な協議により、教育効果が高い演習計画を策定後、両担当者が連携を密にとりな
がら個別指導する。

評価基準

①演習課題についての情報収集の方法を指導する。
②演習課題を実施するにあたうての技術を指導する。
③演習成果の正確な解析法を指導する。
④演習成果に対する考察について指導する。
⑤学術論文を熟読し、その内容について議論する。
⑥演習レポートの作成法を指導する。

教材等

備考

科目名(英文)

単位数

・各回の指定教材を予め通読のうえ、要点を整理しておくこと。また当該授業終了後、自らの考えをまとめておき、中間レポートお
よび期末レポートの作成に備えること。(合計30h)。
・中間レボート及ぴ期末レボートの作成。(合計30h)。

授業担当者

演習への取り組み態度および課題到達度より総合的に評価する。

学術論文等

上野仁、伊藤潔、高松宏治

He

上野

太田

伊藤
高松

6

Ith ph皐τ皿日Cy se血inet

太田壮一

1号館5 階(公衆衛生学研究室) TEL 072-866-3123
1号館 5階(環境保健学研究室) T肌 072-866-3120
1号a官5 階(微生物学研究室) TEL 072-807-6059
1号館5階(微生物学研究室) TE上 072-866-3114
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科目名

配当年次

学期(開講期)

授業概要・目的

到達目標

授業方法と留意点

医薬品化学特論

1年

後期

本特論では,有機化学の知識をもとに,現在臨床で用いられている医薬品をはじめとした多様で複雑な分子の構造と合成及びその合成法に
関する反応機構などについて論じるとともに,それら医薬品の構造解析を含む化学構造に基づいた構造活性相関などについて論じる.(8
回:安藤担当,7回.表担当)

ひとっの有機合成反応をいろいろな視点から考察することで,大学院生に必要な考える力を養う

プリントを用い,講義形式で行う

回数

授業計画

医薬品合成に関連する反応について
藤)

2

科目名(英文)

医薬品合成に関連する反応について
藤)

3

単位数

授業担当者

代表的な疾患と主な治療薬について
藤)

4

授業テーマ

代表的な疾患と主な治療薬について
藤)

5
代表的な疾患と主な治療薬について

藤)

6

Advanced Medicinal chemistty

代表的な疾患と主な治療薬について
藤)

7

2

安藤章.表雅章

事前・事後学習課題

代表的な疾患と主な治療薬について
藤)

8

評価基準

9

代表的な疾患と主な治療薬について
藤)

教材等

10

(安

備考

11

代表的な疾患と主な治療薬について

詑

代表的な疾患と主な治療薬について

(安

玲

医薬品の合成における重要な反応について説明する

代表的な疾患と主な治療薬について

14

代表的な疾患と主な治療薬について

(安

指定教材を予め通読のうえ、要点を整理しておくこと。また授業終了後、講義内容および自らの考えをまとめ、レポートの作成に備えるこ
と。

15

同上

代表的な疾患と主な治療薬について

(安

代表的な疾患と主な治療薬について

受講態度および課題到達度より総合的に評価する。

高血圧症の治療薬の作用と化学構造およぴ合成法について説明する。

まとめ(表)

プリント等

(安

同上

(安

脂質異常症の治療薬の作用と化学構造および合成法について説明す
る。

内容・方法等

(安

糖尿病の治療薬の作用と化学構造およぴ合成法について説明する。

(安

動脈硬化症の治療薬の作用と化学構造および合成怯について説明す
る。

(表)

(表)

消化性潰癌の治療薬の作用と化学構造および合成法について説明す
る。

(表)

(表)

気管支拡張薬の合成法について説明する。

(表)

同上

(表)

気管支拡張薬の薬理作用について説明する。

同上

気管支拡張薬の製剤方法について説明する。

気管支拡張薬の構造活性相関について説明する。

摂南大学大学院シラバス 2016
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科目名

配当年吹

学期(開講期)

授業概要・目的

到達目標

授業方法と留意点

製剤学特論

1年

目1」^

本特論では、物理化学、物理薬剤学、生物薬剤学の基礎知識をもとに、医薬品の開発においてどのような製剤学的な取り組みが行われてき
たか、過去から現在までの移り変わりを紹介する。また、医薬品の開発に立ちはだかる最近の問題に対して、どのような製剤学的解決策が
取られようとしているのか、日欧米製薬企業及ぴべンチャー企業の最新情報を交えて教授する。

ドラッグデリバリーシステム(DDS)を含めた最新の製剤学の実際の情報を理解して、考察することができる。

講義形式及びセミナー形式で行うので、必ず出席すること。

授業計画

回数

2

3

医薬品開発と製剤設計(佐久間)

4

製剤の概要(佐久問)

科目名(英文)

5

DDS とは何か(佐久間)

単位数

6

経口投与型DDSの概要(佐久間)

授業担当者

7

事前・事後学習課題

注射投与型DDSの概要(佐久間)

8

授業テーマ

経皮投与型即Sの概要(佐久間)

評価基準

9

経肺投与型DDSの概要(佐久間)

教材等

10

新しい医療と DDS (佐久問)

備考

Ⅱ

経口製剤の設計と評価(片岡)

12

Advenced phat血Ceutical Teclm010宮y

同上(片岡)

13

2

同上(片岡)

14

佐久間信至.片岡誠

注射剤の設計と評価(片岡)

各回の指定教材(邦文 30~50 ページ)を予め通読のうえ、要点を整理しておくこと。また当該授業終了後、自らの考えをまとめておき、
期末レポートの作成に備えるとと。(合計30h)。

15

同上(片岡)

軟膏剤等その他の製剤の設計と評価(片岡)

受講態度およぴ課題到達度をレポートなゼで総合的に評価する。

同上(片岡)

プリント、スライド等

医薬品開発とその中での製剤設計について

各種製剤の概要について

DDSの目的や概念について

消化管の特性から経口投与型DDSについて

体内動態の特性から注射投与型DDSについて

皮膚の特性から経皮投与型DDSについて

肺の特性から経肺投与型DDSについて

新しい医療とその中でのDDSについて

内容・方法等

経口製剤の設計と評価について

同上

同上

注射剤の設計主評価について

同上

軟膏剤等その他の製剤の設計巴評価について

同上

17
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科目名

配当年炊

学期(開講期)

授業概要・目的

到達目標

授業方法と留意点

薬物動態学特論

1年

目1」期

本特論では、薬剤学及び薬物動態学の原理を学習するとともに、医薬品開発における薬物動態学の意義や利用法等について実例を通して論
じる。また、個別化医療及び薬物間相互作用等の観点から、医薬品の適正使用における薬物動態学の意義や重要性について論じる。

薬物動態学の理論を理解し、医薬品開発や臨床の現揚に応用するための方法を考察することが出来る。

講義形式およぴセミナー形式で行い、必要に応じて担当教官が個別に指導する。

授業計画

回数

2

3

医薬品開発における動態研究(山下)

4

同上

5

同上

科目名(英文)

体内動態予測法(山下)

6

単位数

体内動態予測法(片岡)

授業担当者

7

授業テーマ

薬物血中濃度推移のシミュレーション
(山下)

8

同上

事前・事後学習課題

9

薬物血中濃度推移のシミュレーション
(片岡)

10

評価基準

Ⅱ

Advenced phat皿Cokinetics

臨床現場における薬物動態学(片岡)

教材等

2

同上

12

山下伸二.今井公江.片岡誠

医薬品の適正使用における薬物動態学
(今井)

13

備考

14

同上

・各回の指定教材(英文あるいは邦文)を予め通読のうえ、要点を整理しておくこ巴。また当該授業終了後、自らの考えをまとめておき、
中間レポートおよぴ期末レポートの作成に備えること。(合計30h)。
・中問レポート及てド期末レポートの作成。(合計30h)。

15

同上

個別化医療における薬物動態学(今井)

企業における動態研究の現状と問題点

受講態度および課題到達度をレポートなどで総合的に評価する。

同上

探索的臨床試験について

講義内容に即した英文あるいは邦文の論文(予め配布tる)
参考書(「新しい図解薬剤学」杉林堅次・山下伸二他著南山堂、「生物薬剤学」

新たな医薬品開発ストラテジー

Invitt0データからの予測について

山下担当(1-4、 6、フ)

片岡担当(5、 8 -1 の
今井担当(11-15)

動物実験データからの予測について

ニンピューターを用いたシミュレーションの実施(線形モデノレ)

ニンピューターを用いたシミュレーションの実施(非線形モデノレ)

内容・方法等

薬物相互作用のシュミレーション

医薬品の臨床使用における動態学の重要性について

添付文書の動態パラメータについて

薬物間相互作用の解析

高齢者の薬物動態について

疾病による薬物動態の変動について

ポピュレーション動態解析法
TDMについて

林正弘・谷川原祐介編南江堂)
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科目名

配当年炊

学期(開講期)

授業概要・目的

到達目標

授業方法と留意点

臨床統計学特論

1年

後期

本特論では、医薬品の臨床開発に必須である臨床統計の実際を習得するために、臨床研究の実例に基づき、臨床統計の理論と実際について
教授する。

基本的な統計手法を理解し、論文解釈に応用できる。

講義を中心に行う。希望があれぱ、統計解析ソフトを用いた解析のデモンストレーションを行う。

授業計画

回数

2

統計の考え方

3

データの要約

4

科目名(英文)

5

効果の指標

単位数

6

研究デザインと解析1

事前・事後学習課題

授業担当者

7

研究デザインと解析Ⅱ

授業テーマ

評価基準

8

バイアス

教材等

9

推定と検定

備考

10

サンプルサイズ

Ⅱ

1標本の検定

12

Advanced clinica] statistics

2群の比較

13

2

分散分析

14

小堀栄子

相関と回帰

紹介する参考書を授業のテーマに沿って事前に読んでおくこと。発表に備え、各回の理解をまとめておくどと。

15

多変量解析1

発表

多変量解析Ⅱ

資料を配付tる。参考書は随時紹介する。

多変量解析Ⅲ

母集団、標本、サンプリング、推論、データの種類

平均値、中央値、四分位、分散、標準偏差、標準誤差、正規分布、度
数分布,ヒストグラム

割合・比・率、櫂患率、有病率、相対りスク、寄与りスク

介入研究、ランダム害」り付け、コホート研究(1)

コホート研究(2)、症例対照研究、横断研究

誤差、バイアス、交絡と調整、標準化

統計学的推論、点推定、区間推定

内容・方法等

サンプルサイズの計算

1標本と母集団の比較

独立2群の比較、対応2群の比較

独立多群の比較、対応多群の比較

相関係数、回帰係数、直線回帰

重回帰分析

多重ロジスティック回帰分析

比伊」ハザード分析

19
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科目名

配当年炊

学期(開講期)

授業(指導)概要・目的

到達目標

授業方法と留意点

医薬品開発学演習

1年

通年集中

授業(指導)計画

本演習では,医薬品開発プロセスに関する基本的な知識を踏まえて,医薬品開発の実際について実例に沿って演習を行う.また,連
携医療機関での治験審査委員会への参加等を介して,医療現場での治験プロセスについて演習を行う.このような演習を通して医薬
品開発プロセスの理解を深めさせる

事前・事後学習課題

医薬品開発において,研究計画の策定,実験方法の確立,実験結果の解析と考察なXができる.また,その研究成果を論文として発
表できる

評価基準

教材等

各専攻分野毎に,実験や論文読解をとおして,研究指導担当教員が個別に指導する

備考

各専攻分野の研究課題に対する実験計画の策定を指導する
各専攻分野の研究課題に対する実験手技を指導する
実験結果に関して正確な解析法を指導する
実験結果の考察について指導する
学術論文を熟読して,その研究成果について議論する
論文の作成法を指導する

科目名(英文)

単位数

実験計画の策定、実験手技、実験結果の解析法、学術論文の調査等にかかる事前自己学習が必要です。

授業担当者

演習への取り組み態度および課題到達度より総合的に評価する。

各専攻分野の学術論文

安藤章、表雅章、小堀栄子、橋本直文、山下伸二

DtⅡ宮 DeveloP皿ent se皿in日τ

6

佐久間信至

摂南大学大学院シラバス 2016
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科目名

配当年次

学期(開講期)

医療薬学特別研究

4年

通年集中

授業(指導)概要・目的

全学年を通した研究活動により博士論文をまとめるための必修科目とする。
研究テーマを「臨床薬学」、「健康薬学」、「医薬品開発学」の3つの分野に分けるが、いずれの分野においても、医療現場の問題を研
究課題として、複数の大学院教員有資格者で構成される研究室体制の中で、主たる指導教員及ぴ補助指導教員による研究指導体制を
とる。

「臨床薬学分野」の研究テーマでは、医療現場における様々な問題点の解決を目指して、
①生体機能の新規メカニズムの解明に関する研究、②病態発症メカニズムの解明に関する研究、
③新しい薬物療法の開発に関する研究、④医薬品の有効性と副作用の実態に関する研究などを課す。

「健康薬学分野」の研究テーマでは、予防医学・健康科学に関する研究能力を養成するために、
①食の安全に関する研究、②環境毒性に関する研究、
③感染微生物の生態や院内感染予防に関tる研究などを課す。

科目名(英文)

単位数

授業担当者

到達目標

「医薬品開発学分野」の研究テーマでは、医療現場で必要とする有効かつ安全な医薬品のシーズを効果的に探索・合成のために、
①医薬品の新規合成法の開発や新規反応の探索に関する研究、②医薬品の吸収・代謝・排池なEの体内動態に関する研究、
③医薬品製剤の新規調製法の閉発に関する研究などを課す。

なお、「医療薬学特別研究」は、主に大学施設で実施するが、必要に応じて連携病院でも実施する。本研究科に「医療コース」を設置
し、臨床現場での実践的な臨床研究を実施することにより、即戦力となる臨床研究者を育成すべく、医療機関での臨床研究を実施す
る。

授業方法と留意点

Clinical ph日τ伽Cy se皿in色t

各専攻分野において、研究計画の策定、実験方法の確立、実験結果の解析と考察などができる。
また、その研究成果を論文として発表できる。
①薬の専門家として、豊かな人間性と生命の尊厳について深い識見をもち、人の命と健康な生活を守る使命感・責任感を有する。
②薬学・医療の進歩と改善に資するために、臨床現場で解決すべき課題を発見し生涯にわたりそれを解決しようとする意欲と研究能
力を有する。
③薬学教育・研究の指導者として貢献できる能力を有する。

12

河野武幸

(1)複数教員指導.大学院生に対して、主指導教授を中心に複数教員による教育・研究指導を行うことによって、広い視野から多
面的、総合的に問題を捉える習慣と能力を養成する。
(2)個別指導:大学院生の専攻分野及び経歴の多様性、ならびに大学院生個々の志向や問題意識の違いに対処するため、大学院生

個々に個別の研究プログラムを作成して教育・研究指導を行うとともに、大学院生との日常的接触を密にして數育・研究の効果を高
める。

主指導教員を中心として複数の指導教員が研究テーマの研究方法について学生とディスカッションを行い、大学院生が自立して研究
を継続できる基本的な能力を養成する。

(1) 1年次
研究計画概要の提出

文献等による関連研究の整理
予備実験・予備調査の実施
本実験・本調査の実施

3

4

授業(指導)計画

(2) 2年欧

本実験・本調査の継続実施
研究の中問取りまとめと問題点の検討
追加実験・i助口調査の検討・実施
2年目の研究成果の中間報告(学会での口頭発表・論文発表は随時)

3

4

2

3

2

3

4

5

6

8

(3) 3年次
本実験・本調査の継続実施
研究の中問取りまとめと問題点の検討
追加実験・i助n調査の検討・実施

事前・事後学習課題

評価基準

(4) 4年次
実験・調査データの整理と解析

解析結果等の取りまとめ
学位論文の最終原稿作成
予備審査、学オ立論文の改稿(学位請求論文の提出)
審査委員の決定と受理判定<薬学研究科委員会>
論文審査・最終試験及び公聴会
最終審査<薬学研究科委員会>
審査結果の発表、学位授与

教材等

備考

日常的に研究の遂行に向けて課題をみつけて、その解決するために学術論文や学術書を用いた学習を行う。

研究態度およぴ,課題到達度により総合的に評価する。

各専攻分野の学術論文

秋擇

曾根

尾崎

俊史、安藤
知道、高松
清和、倉本

章、伊藤潔、上野仁、太田壮一、大塚正人、荻田喜代一、表雅章、佐久間信至、
宏治、奈邉健、橋本直文、前田定秋、松浦哲郎、矢部武士、山岸伸行、山下伸二、
展行、首藤誠、安原智久、吉岡靖啓、米山雅紀、小堀栄子
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教
(薬学研究科医療薬学専攻)

科目

区分
授業科目の名称

臨床分析学特論

晦床生化学特論

臨床病態学特論

臨床症候学特論

臨床薬理学特論

薬物療法学特論

医薬品管理学特論

臨床漢方医療薬学特論

精神医療薬学特論

臨床薬学演習

配当年次

程

単位数

2学期

小計(10 科助

等

1後

1後

1後
ーユ'.

1月1」

1月1」
^

1後

1後

1通

公衆衛生学特論

食品安全学特論

感染予防医療薬学特論

健康薬学演習

1

添付資料2 教育課程等の概要

の

授業形態

巧週

小計(4科助

概

医薬品化学特論

製剤学特論

薬物動態学特論

臨床統計学特論

医薬品開発学演習

専任教員等の配置

要

小計(5科助

]後

1月1」

1月1」

1通

医療薬学特別研究

0

師

卯分

小計(1科目)

24

学位又は称号

0

1後
ーユ'.

ーユ^

1後

1通

合計(20科助

備

0

0

0卒業要件

本大学院薬学研究科博士課程に4年以上在学し、所定の授業科目について

30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、博士論文の審

査及び最終試験に合格することとする。

ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、 3

年以上在学すれば足りるものとする。

0履修方法

①医療薬学特別研究12単位及び主たる専攻分野の演習6単位を含め合計
30単位を修得すること。

②博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

考

12 0

オムニノぐス

オムニハス

オムニバス

9

1~4通

博士(薬学)

0

7

0

卒業要件及び履修方法

0

オムニノぐス

オムニバス

12

14

0

12

3

0

0

12

0

0

オムニバス

50

0

0

0

0

0 0

6

学位又は学科の分野

17

オムニバス

17

2

0

18

2

オムニバス

オムニバス

オムニバス

0

9

0

0

0

0

薬学関係

0

0

0

複数共同

担当

1学年の学期区分

授業期間等

1学期の授業期間

1時限の授業時間

育課

助
手

助
教

講准
教
授

教
授

実
験
実
習

演
習

ー
ー
2
1
2
1

2
 
1
 
ー

各
分
野

共
通

選
択

0
0
0
0
0
0
0
0
0 2

 
7

ー
ー
 
9

2
2
2
2
2
2
2
2
2
6

ー
ー
ー
3

ー
ー

0
 
0
 
0

1
 
2
 
2
 
1
 
6

2
2
2
6

0
0
0
0

2
2
2
2
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床
薬
学

健
康
薬
学

医
薬
品
開
発
学

必
修

自
由

講
義

ー
ー
ー



薬学研究科医療薬学専攻博士課程

鑓
阜 0,t

,慈
授業目名;、
_^器旦割1'气

・_:.,冬J弧黛滝、

臨床分析学特論

臨床生化学特論

臨床病態学特論

主専攻分野別の履修モデル

臨床症候学特論

'.泌舮ぞ"
.単位'

゛慶撫

燧1催遷択

臨床薬理学特論

1後

薬物療法学特論

1後

鍵霊叢謡^、
箆奪茨'亀ふ{羅^誕奪爽

医薬品管理学特論

1後

臨床漢方医療薬学特論

2

1-

精神医療薬学特論

2

1前

臨床薬学演習

2

1前

公衆衛生学特論

2

0

1-

、一叫毛、0誤゛司、点邱*天",、'

璽鰭奨i1群蒸浄拳洲^泌

食品安全学特論

2

0

1後

添付資料3 履修モデル

感染予防医療薬学特論

2

0

1後

健康薬学演習

2

0

0

1通

医薬品化学特論

2

0

0

1後

製剤学特論

2

1-

薬物動態学特論

f才一一芋熱学゛、¥'ム"-1

菰急柔1謬焦擦炉弁k愁羅套然

6

0

1-

臨床統計学特論

2

0

各分野
共通

1通

医薬品開発学演習

2

学寺,'・,,t、捕ξ"

11ξ11!・'1k、

1後

医療藁学特別研究

2

1前

(注)●印は「必修科目」を、0印は「選択科目」を表す。

6

0

0

1-

2

1後

2

0

1通

^

単位数

2

1~4通

0

2

0

12

6

0

.

0

ヅ

(●)

欝麺,讃1

'弩゛ 葬鍛鱗懸,0襲^姦

(●)

難翻

(●)

識聯鷺

.

^容静・

(●)

0

親弓器

蓑電讐饗襲鱗謬途繊難鷺

(●)

0

0

(●)

鄭誕誇1

0

.

鋤鯱1

0

(●)

題欝

難疑難誕鞭鱗^

(●)

竃滋姦

(●)

謬叢

.

鞭⑫警

臨
床
薬
学

健
康
薬
学

医
薬
品
開
発
学


